
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
請求書を発行するサプライヤが用いるサプライヤシステムと、
請求書を受けるバイヤが用いるバイヤシステムと、

入出金処理を行う銀行システムと、
前記サプライヤシステム、前記バイヤシステム及び前記銀行システムと通信ネットワーク
を介して通信可能に接続されたサーバと
を用いて取引及び決済を管理する方法において、
前記サーバが、どの請求書であるかを特定するための固有の識別コードが前記サプライヤ
システムによって記述された電子請求書を、前記サプライヤシステムから受信するステッ
プと、
前記サーバが、前記受信した電子請求書をデータベースに登録するステップと、
前記サーバが、 前記電子請求書の内容を 且つ

前記電子請求書 を させるためのＧＵＩ画面を、前記バイヤシステムに送信
して表示させるステップと、
前記サーバ又はバイヤシステムが、 前記ＧＵＩ画面上の

前記バイヤ
前記 電子請求書に記述され 前記
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サプライヤの銀行口座を管理するサプライヤ銀行システムと、バイヤの銀行口座を管理す
るバイヤ銀行システムとを有し、前記バイヤの銀行口座から前記サプライヤの銀行口座へ
の

前記データベースに登録された 示し 前記バイ
ヤに の内容 承認

前記バイヤシステムに表示された
前記電子請求書の内容を が承認したことに応答して、前記バイヤに承認された
前記登録された電子請求書に基づいて、 登録された ている



固有の識別コードを持つ支払い依頼電文を 作成して 銀行システムに送
信するステップと、
前記銀行システムが、前記固有の識別コードを持つ支払い依頼電文を受けて、前記固有の
識別コードを持つ電子請求書の支払いのための入出金処理

前記固有の識別コードを持つ電子的な入出金明細を 前記サーバに送信するス
テップと
を有し、それにより、前記サーバをして、前記 銀行システムから受信した電子
的な入出金明細が持つ前記固有の識別コードによって、支払われた電子請求書がどれであ
るかを特定することを可能にならしめ、

【請求項２】
請求書を発行するサプライヤが用いるサプライヤシステムと、
請求書を受けるバイヤが用いるバイヤシステムと、

入出金処理を行う銀行システムと、
前記サプライヤシステム、前記バイヤシステム及び前記銀行システムと通信ネットワーク
を介して通信可能に接続されたサーバと
を備える取引及び決済の管理システムであって、前記バイヤ銀行システムが、電子請求書
についての支払い依頼電文であって識別コードを持った支払い依頼電文を受けると、前記
銀行システムが、前記電子請求書の支払いのための入出金処理を行い、
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自動的に 前記バイヤ

を行うステップと、
　前記バイヤ銀行システムが、前記入出金処理によって前記バイヤの銀行口座から出金し
た旨を前記サーバに通知するステップと、
　前記サプライヤ銀行システムが、前記サプライヤの銀行口座に入金した旨の入出金明細
であって、 、

サプライヤ

更に、
　前記サーバが、前記登録した電子請求書の状態を前記データベースで管理するステップ
と、
　前記サーバが、前記電子請求書の内容を示した前記ＧＵＩ画面を前記バイヤシステムに
送信し表示させたとき、前記データベースで管理されている電子請求書の状態を、開封状
態に更新するステップと、
　前記サーバが、前記支払い依頼電文が前記バイヤ銀行システムに送信されたとき、又は
、前記入出金処理によって前記バイヤの銀行口座から出金した旨が前記バイヤ銀行システ
ムから通知されたとき、前記データベースで管理されている前記電子請求書の状態を、支
払い依頼状態に更新するステップと、
　前記サーバが、前記データベースで管理されている前記電子請求書の状態を前記サプラ
イヤシステムに通知するステップと、
　前記サーバが、カレンダーを表示したカレンダーＧＵＩ画面を用意するカレンダーＧＵ
Ｉ準備ステップと、
　前記サーバが、前記カレンダーＧＵＩ画面のカレンダー上の、前記電子請求書を受信し
た日付のスペースに、前記データベースに登録された電子請求書と前記データベースで管
理されている該電子請求書の状態とを表すマークを自動的に貼り付ける請求書マーク貼り
付けステップと、
　前記サーバが、前記電子請求書及びその状態を表すマークが貼り付けられた前記カレン
ダーＧＵＩ画面を、前記バイヤシステムに提供し表示させるカレンダーＧＵＩ提供ステッ
プと、
　前記サーバが、前記カレンダーに貼り付けられたマークの表示を、該マークが表す電子
請求書について前記データベースで管理されている状態の変更に応じて、変更後の状態を
表す表示に変更し、且つ、前記サーバが受信した前記入出金明細に含まれた固有の識別コ
ードと同一の識別コードを有する電子請求書を、前記データベースから検索し、前記デー
タベースから検索された電子請求書に対応した、前記カレンダーに貼り付けられたマーク
を、支払済みを表すマークに変更するマーク変更ステップと
を有したバイヤの取引及び決済を管理する方法。

サプライヤの銀行口座を管理するサプライヤ銀行システムと、バイヤの銀行口座を管理す
るバイヤ銀行システムとを有し、前記バイヤの銀行口座から前記サプライヤの銀行口座へ
の

前記バイヤ銀行シ



前記サプライヤ銀行システムが、前記識別コードを有する電子的な入出金明細を
前記サーバに送信することができるようになっている、前記取引及び決済の管理システム
における前記サーバにおいて、
どの請求書であるかを特定するための固有の識別コードが前記サプライヤシステムによっ
て記述された電子請求書を、前記サプライヤシステムから受信する手段と、
前記受信した電子請求書をデータベースに登録する手段と、

前記電子請求書の内容を 且つ 前記電子請
求書 を させるためのＧＵＩ画面を、前記バイヤシステムに送信して表示させる
手段と、

前記ＧＵＩ画面上の 前記バイヤ

前記 電子請求書に記述され 前記固有の識別コードを持つ支払い依頼
電文を 作成して 銀行システムに送信する手段と、

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、商業的又は非商業的な取引、それら取引に関わる決済、商業的又は非商業的な
広告などに関する情報処理を、それら取引の当事者や銀行などのコンピュータシステムと
コンピュータ間通信ネットワークとを用いて自動的に行うための技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
商品又はサービスを提供するサプライヤ（会社又は官公庁）のコンピュータシステムと、
商品又はサービスを購入するバイヤ（個人又は法人）のコンピュータシステムとの間で、
通信ネットワークを通じて電子情報をやり取りし、それにより、サプライヤとバイヤ間で
行われた各種取引の情報管理や、それら取引に関する決済（例えば、商品又はサービスの
代金支払い、公共料金の支払、又は税金の納付等）を、自動的に実行するシステムが実用
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ステムが、前記入出金処理によって前記バイヤの銀行口座から出金した旨を前記サーバに
通知し、

前記データベースに登録された 示し 前記バイヤに
の内容 承認

前記バイヤシステムに表示された 前記電子請求書の内容を
が承認したことに応答して、前記バイヤに承認された前記登録された電子請求書に基づい
て、 登録された ている

自動的に 前記バイヤ
　前記登録した電子請求書の状態を前記データベースで管理する手段と、
　前記電子請求書の内容を示した前記ＧＵＩ画面を前記バイヤシステムに送信し表示させ
たとき、前記データベースで管理されている電子請求書の状態を、開封状態に更新する手
段と、
　前記支払い依頼電文が前記バイヤ銀行システムに送信されたとき、又は、前記入出金処
理によって前記バイヤの銀行口座から出金した旨が前記バイヤ銀行システムから通知され
たとき、前記データベースで管理されている前記電子請求書の状態を、支払い依頼状態に
更新する手段と、
　前記データベースで管理されている前記電子請求書の状態を前記サプライヤシステムに
通知する手段と、
　カレンダーを表示したカレンダーＧＵＩ画面を用意するカレンダーＧＵＩ準備手段と、
　前記カレンダーＧＵＩ画面のカレンダー上の、前記電子請求書を受信した日付のスペー
スに、前記データベースに登録された電子請求書と前記データベースで管理されている該
電子請求書の状態とを示したマークを自動的に貼り付ける請求書マーク貼り付け手段と、
　前記電子請求書及びその状態を表すマークが貼り付けられた前記カレンダーＧＵＩ画面
を、前記バイヤシステムに提供し表示させるカレンダーＧＵＩ提供手段と、
　前記カレンダーに貼り付けられたマークの表示を、該マークが表す電子請求書について
前記データベースで管理されている状態の変更に応じて、変更後の状態を表す表示に変更
し、且つ、前記サーバが受信した前記入出金明細に含まれた固有の識別コードと同一の識
別コードを有する電子請求書を、前記データベースから検索し、前記データベースから検
索された電子請求書に対応した、前記カレンダーに貼り付けられたマークを、支払済みを
表すマークに変更するマーク変更手段と
を有したサーバ。



化されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来技術によれば、サプライヤからの請求書（情報）のバイヤへの到達、バイヤが支払を
するべき時期、及びバイヤの銀行口座における入出金などに関する情報を、一括して自動
的に管理するための自動化手段が、バイヤに対して提供されていない。そのため、バイヤ
は自分自身で、そうした情報を忘れないよう記憶し整理しておく必要がある。
【０００４】
また、サプライヤからバイヤに対して電子メールで取引明細や請求書を送付することが広
く行われている。しかし、バイヤにとっては、様々な人から来る多種雑多な電子メールの
中から、特定の取引の明細や請求書をいちいち探し出さなければいけないことは面倒であ
る。
【０００５】
また、従来技術によれば、バイヤが請求書に対して承認を行うことで自動的にバイヤの銀
行口座からサプライヤに金が支払われるというような、請求書の承認と決済処理とのリア
ルタイム又は適切タイミングでの連動も実現されていない。
【０００６】
一方、サプライヤに対しても、従来技術によれは、バイヤが請求書を見たか否か、バイヤ
が支払いするべき時期、バイヤが請求書の内容を承認したか否か、バイヤが支払いをした
か否か、及び支払った時期などに関する情報を、リアルタイム又は適切タイミングで自動
的に確認する自動化手段が提供されていない。そのため、サプライヤは、多数の取引の情
報を管理し整理しキャッシュフローを把握するために、多くの労働力を割かなくてはなら
ない。
【０００７】
また、サプライヤは、新聞や雑誌の紙面、電車内や駅のチラシ、ダイレクトメール、イン
ターネットのホームページ等の媒体を通じて、商業的又は非商業的な広告を、不特定多数
のバイヤに送っている。しかし、その広告に興味をいだくバイヤの割合はそう高くはない
。よって、広告は、大きな費用がかかる割に、高い効果を奏することが難しい。
【０００８】
本発明の目的は、バイヤが、そのバイヤの行った様々な商取引及びそれらの決済等に関す
る諸情報を、バイヤのコンピュータシステムのＧＵＩ（グラフィカルユーザインタフェー
ス）画面上で一括して管理できるようにすることにある。
【０００９】
本発明の別の目的は、バイヤが、バイヤのコンピュータシステムのＧＵＩ画面上で、サプ
ライヤから送られた請求書に対して承認を行うことで、リアルタイム又は適切タイミング
で、その請求書の決済を自動的に行えるようにすることにある。
【００１０】
本発明の更に別の目的は、サプライヤが、そのサプライヤの行った様々な商取引及びそれ
らの決済等に関する諸情報を、サプラヤのコンピュータシステムのＧＵＩ画面上で一括し
て管理できるようにして、キャッシュフローを把握の容易化に貢献することにある。
【００１１】
本発明のまた別の目的は、サプライヤ又はバイヤの銀行口座を取り扱う金融機関が、その
サプライヤ又はバイヤの行った様々な商取引にかかる決済に関する諸情報を、その金融機
関のコンピュータシステムのＧＵＩ画面上で一括して管理できるようにして、決済処理の
管理の容易化に貢献することにある。
【００１２】
本発明の更にまた別の目的は、商業的又は非商業的な広告をバイヤに対して、そのバイヤ
がその広告に興味を持つ可能性の高い適切な時期を選んで、提供できるようにすることに
ある。
【００１３】

10

20

30

40

50

(4) JP 3632919 B2 2005.3.30



【課題を解決するための手段】
本発明に従う方法は、請求書を発行するサプライヤが用いるサプライヤシステムと、請求
書を受けるバイヤが用いるバイヤシステムと、サプライヤ及びバイヤの銀行口座を管理し
、前記銀行口座の入出金処理を行う銀行システムと、前記サプライヤシステム、前記バイ
ヤシステム及び前記銀行システムと通信ネットワークを介して通信可能に接続されたサー
バとを用いて取引及び決済を管理する方法である。この方法は、（１）前記サーバが、ど
の請求書であるかを特定するための固有の識別コードが
記述された電子請求書を 受信するステップと、（２）前記
サーバが、前記受信した電子請求書をデータベースに登録するステップと、（３）前記サ
ーバが、前記電子請求書の内容を前記バイヤに見せ且つ前記電子請求書に対する支払い要
求を前記バイヤに入力させるためのＧＵＩ画面を、前記バイヤシステムに送信して表示さ
せるステップと、（４）前記サーバ又はバイヤシステムが、前記バイヤシステムに表示さ
れた前記ＧＵＩ画面に対して前記バイヤから入力された前記電子請求書に対する支払い要
求を受けて、前記電子請求書 固有の識
別コードを持つ支払い依頼電文を作成して銀行システムに送信するステップと、（５）前
記銀行システムが、前記固有の識別コードを持つ支払い依頼電文を受けて、前記固有の識
別コードを持つ電子請求書の支払いのための入出金処理を行って、前記固有の識別コード
を持つ電子的な入出金明細を前記サーバ又は前記サプライヤシステムに送信するステップ
との（１）～（５）のステップを有し、それにより、前記サーバ又は前記サプライヤをし
て、前記銀行システムから受信した電子的な入出金明細が持つ前記固有の識別コードによ
って、支払われた電子請求書がどれであるかを特定することを可能にならしめる。
【００１４】
本発明に従うサーバは、以下の取引及び決済の管理システムにおけるサーバである。その
取引及び決済の管理システムは、（１）請求書を発行するサプライヤが用いるサプライヤ
システムと、（２）請求書を受けるバイヤが用いるバイヤシステムと、（３）サプライヤ
及びバイヤの銀行口座を管理し、前記銀行口座の入出金処理を行う銀行システムと、（４
）前記サプライヤシステム、前記バイヤシステム及び前記銀行システムと通信ネットワー
クを介して通信可能に接続されたサーバとの（１）～（４）を備える。前記（３）の銀行
システムは、電子請求書についての支払い依頼電文であって識別コードを持った支払い依
頼電文を受けると、前記電子請求書の支払いのための入出金処理を行って、前記識別コー
ドを有する電子的な入出金明細を前記サーバ又は前記サプライヤシステムに送信すること
ができるようになっている。この取引及び決済の管理システムにおいて、本発明に従うサ
ーバは、どの請求書であるかを特定するための固有の識別コードが

記述された電子請求書を 受信する手段と、前記
電子請求書の内容を前記バイヤに見せ且つ前記電子請求書に対する支払い要求を入力する
ためのＧＵＩ画面を、前記バイヤシステムに送信して表示させる手段と、前記ＧＵＩ画面
に対して前記バイヤから入力された前記電子請求書に対する支払い要求を受けて、前記電
子請求書 前記固有の識別コードを持つ支払
い依頼電文を作成して銀行システムに送信する手段とを備える。
【００１５】
本発明に従うコンピュータプログラムは、以下の取引及び決済の管理システムにおけるサ
ーバとしてコンピュータを動作させるためのコンピュータプログラムである。その取引及
び決済の管理システムは、（１）請求書を発行するサプライヤが用いるサプライヤシステ
ムと、（２）請求書を受けるバイヤが用いるバイヤシステムと、（３）サプライヤ及びバ
イヤの銀行口座を管理し、前記銀行口座の入出金処理を行う銀行システムと、（４）前記
サプライヤシステム、前記バイヤシステム及び前記銀行システムと通信ネットワークを介
して通信可能に接続されたサーバとの（１）～（４）を備える。前記（３）の銀行システ
ムは、電子請求書についての支払い依頼電文であって識別コードを持った支払い依頼電文
を受けると、前記電子請求書の支払いのための入出金処理を行って、前記識別コードを有
する電子的な入出金明細を前記サーバ又は前記サプライヤシステムに送信することができ
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るようになっている。この場合、本発明に従うコンピュータプログラムは、どの請求書で
あるかを特定するための固有の識別コードが 記述された
電子請求書を 受信するステップと、前記受信した電子請求
書をデータベースに登録するステップと、前記電子請求書の内容をバイヤに見せ且つ前記
電子請求書に対する支払い要求を入力するためのＧＵＩ画面を、前記バイヤシステムに送
信して表示させるステップと、前記ＧＵＩ画面に対して前記バイヤから入力された前記電
子請求書に対する支払い要求を受けて、前記電子請求書

前記固有の識別コードを持つ支払い依頼電文を作成して銀行システムに送信
するステップとをコンピュータに実行させる。
【００１７】
本発明において、「請求書」という用語は、請求書だけでなく、請求書ではないが請求金
額などの請求内容がそこから読み取れるような文書、例えば、取引明細や計算書や納品書
なども含む意味で用いる。請求金額はプラス（バイヤが金を支払う）でもマイナス（バイ
ヤが金を受け取る）でもよい。
【００１８】
本発明において、「入出金明細」という用語は、口座に対する入金又は出金の事実とその
金額がそこから読み取れるような文書という意味で用いる。
【００１９】
本発明において、「バイヤ」という用語は、商品又はサービスを買う主体だけでなく、金
銭の移動を伴う何らかの経済的行為を自ら行う主体、及びその経済的行為を他社から受け
る対象者をも含む広い意味で用いる。
【００２０】
本発明において、「サプライヤ」という用語は、商品又はサービスを「バイヤ」に提供す
る主体だけでなく、金銭の移動を伴う何らかの経済的行為を「バイヤ」に対して自ら行う
主体、及び「バイヤ」からその経済的行為を受ける対象者をも含む広い意味で用いる。
【００２１】
本発明において、「銀行」という用語は、銀行だけでなく、銀行ではないがサプライヤ又
はバイヤの資金移動を扱うことができる組織をも含む広い意味で用いる。本発明の「銀行
」が例えば証券会社又は郵便局などを指す場合もあり得る。
【００２２】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の一実施形態に従う取引及び決済の管理システムの全体的構成を示すブロ
ック図である。
【００２３】
図１に示すように、商品又はサービスを購入するバイヤ（個人又は法人）１が使うコンピ
ュータシステムであるバイヤシステム３と、商品又はサービスを提供するサプライヤ（私
企業又は官公庁など）５が使用するコンピュータシステムであるサプライヤシステム７が
存在する。また、バイヤ１の預金口座を取り扱う金融機関９が使用するコンピュータシス
テムである銀行システム１３と、サプライヤ５の預金口座を取り扱う金融機関１１が使用
するコンピュータシステムである銀行システム１５とが存在する。銀行システム１３と１
５は、銀行間決済システム１７を通じて、バイヤ１の預金口座とサプライヤ５の預金口座
との間の資金移動（口座振替）などのための通信を行うことができる。バイヤシステム３
及びサプライヤシステム７は、それぞれ、例えばインターネットバンキングのようなエレ
クトロニックバンキングシステムを通じて、銀行システム１３と１５と通信することがで
きる。
【００２４】
さらに、図１に示すように、決済管理会社１９によって運営されるサーバシステム２５が
存在する。サーバシステム２５の役割は、バイヤ１とサプライヤ５との間で行われた商業
的又は非商業的な取引及びそれら取引に係る決済を自動的に管理し処理することである。
このサーバシステム２５は、インターネット、公衆電話回線網、専用通信ネットワーク又
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はエレクトロニックバンキングシステム等を通じて、バイヤシステム１、サプライヤシテ
ム５及び銀行システム１３、１５と通信可能である。
【００２５】
サーバシステム２５は、バイヤシステム３に対して、例えばＷＷＷサーバとして機能し、
カレンダー（月毎又は週毎の全日付の一覧表）を表示したＧＵＩ画面（以下、「カレンダ
ー画面」という）（図３、４参照）を提供する。このカレンダー画面は、バイヤ１が行っ
た様々な商業的又は非商業的な取引に係る利用明細書又は請求書（以下、「請求書」と総
称する）及びそれら取引に係る決済（口座入出金）の情報を、一括して管理し、そして、
それら取引の決済の各々をバイヤ１の承認によりリアルタイム又は適切タイミングで自動
的に実行する機能をもつ。以下の説明では、サーバシステム２５を、図１に示すように、
「カレンダーサーバ」と呼ぶ。
【００２６】
カレンダーサーバ２５は、また、サプライヤ５が行った様々な商業的又は非商業的な取引
の請求書及びそれら取引に係る決済の情報を、一括して管理し、それによりキャッシュフ
ローの把握を容易にするための機能とＧＵＩ画面（図１０参照）を、サプライヤシステム
７に提供する。カレンダーサーバ２５は、また、金融機関９及び１１がそれぞれ取り扱う
銀行口座を用いて決済されることになっている請求書に関する情報を一括して管理するた
めの機能とＧＵＩ画面（図１１参照）を、銀行システム１３及び１５にそれぞれ提供する
。
【００２７】
現実には、多数のバイヤと多数のサプライヤと多数の金融機関が、カレンダーサーバ２５
を利用することができる。しかし、図１では、説明を容易にするために、一人のバイヤ１
と、一つのサプライヤ５と、そのバイヤ１の一口座を扱う一つの金融機関９と、そのサプ
ライヤ５の一口座を扱う一つの金融機関１１だけを、代表的に図示する。
【００２８】
バイヤ１は、個人でも法人でも良い。本明細書では「バイヤ」という用語を、商品又はサ
ービスを購入する者だけでなく、税金を納付する者、株式などの証券を購入又は売却する
者、ローンを借りる者、又はローンを返済する者など、様々な経済行為を行う者を総称す
る意味で用いる。バイヤ１の一例は個人バイヤである。バイヤシステム３としては、カレ
ンダーサーバ２５にアクセスしたり、エレクトロニックバンキングシステムにアクセスし
たりすることができるように、インターネット接続機能とＷＷＷブラウザとを搭載したパ
ーソナルコンピュータ３ａ、携帯電話３ｂ又はハンドヘルド端末などが利用可能である。
【００２９】
サプライヤ５は、個人でも私企業でも官公庁でもよい。本明細書では「サプライヤ」とい
う用語を、商品又はサービスを販売する者だけでなく、税金を徴収する官庁、各種取引の
仲介業者、ローン会社、ファクタリング会社など、バイヤに対して何らかの経済的行為を
行う主体を指す意味で用いる。サプライヤの例には、バイヤに商品を販売する小売店やレ
ストラン、バイヤに対し各種の金融サービスを提供する証券会社、保険会社、信販会社（
カード会社等）及びローン会社、バイヤから代金を回収するファクタリング会社、バイヤ
の勤務先である会社又は官公庁、バイヤに通話サービスを提供する電話会社及び携帯電話
会社、都市ガスを供給するガス会社、並びに電力を供給する電力会社などがある。サプラ
イヤの例には、さらに、上下水道事業を営む地方公営企業体、国税や地方税や罰金を徴収
する行政機関、及び様々な公共サービスを行う諸官公庁（例えば、郵便局等）などもある
。
【００３０】
バイヤ１は、最初に、決済管理会社１９に対し、「決済管理サービス」契約の申し込みを
行う。それにより、バイヤシステム３をインターネットを介してカレンダーサーバ２５に
接続することができるようになる。その結果、バイヤ１は、サプライヤ５からの請求書（
つまり、取引の明細書又は請求書）及び金融機関９からの預金口座の入出金明細を、電子
情報の形で一括してカレンダーサーバ２５からオンラインでバイヤシステム３に受信して
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、バイヤシステム３のディスプレイ装置に、それらの情報を貼り付けたカレンダー画面（
図３、４参照）を表示させることができるようになる。さらに、バイヤシステム３に受信
された請求書に対する承認をバイヤ１がバイヤシステム３に入力することで、直ちにその
請求書に対する支払い（口座振替）電文が生成されて銀行システム１３へ送られ、その請
求書の決済をリアルタイム又は適切タイミングで実行することができるようになる。バイ
ヤ１は決済管理会社１９に対し、「決済管理サービス」の利用料金を支払う。バイヤ１は
、上記「決済管理サービス」が適用される特定のサプライヤ５や特定の金融機関９を指定
することが可能である。
【００３１】
バイヤ１は、バイヤシステム３に搭載されているＷＷＷブラウザを用いて、インターネッ
トを通じて、カレンダーサーバ２５と通信する。バイヤ１の個人識別情報（ＩＤ、パスワ
ード等）がバイヤシステム３からカレンダーサーバ２５に送られることにより、カレンダ
ーサーバ２５は、カレンダーサーバ２５がもつデータベース内に存在するバイヤ１用の格
納領域のデータにアクセスすることを、バイヤシステム３に許可する。バイヤ１用のデー
タベースには、サプライヤ５から受信したバイヤ１宛ての請求書や、金融機関９から受信
したバイヤ１の口座の入出金明細が格納されている。カレンダーサーバ２５は、バイヤ１
の選択した特定の月又は週のカレンダー画面（図３、４参照）を、バイヤシステム３のＷ
ＷＷブラウザに送って、そのカレンダー画面を表示させる。このカレンダー画面（図３、
４参照）において、サプライヤ５からの請求書及び金融機関９からの入出金明細をそれぞ
れ表すマーク（アイコン又は文字列）が、各利用明細書又は請求書の日付（例えば受信日
）及び各入出金明細の日付（例えば入出金の発生日）に該当する日付欄に表示される。カ
レンダーサーバ２５は、また、バイヤ１からの要求に応じて、個々の請求書の詳細内容を
表示した画面（図７参照）、或いは、バイヤ１の預金通帳の内容を表示した画面（図８参
照）なども、バイヤシステム３に送って表示させることができる。バイヤシステム３に表
示された個々の請求書に対してバイヤ１が承認を入力すると、リアルタイムで又は適当タ
イミングで、その請求書への支払い依頼する口座振込電文が生成されて銀行システム１３
に送られ、銀行システム１３がその請求書の決済を実行する。
【００３２】
サプライヤシステム７は、所定の通信ネットワークを通じてカレンダーサーバ２５と通信
することができる。サプライヤシステム７は、バイヤ１との取引が成立するとリアルタイ
ムで又は適当タイミングで、その取引に係るバイヤ１宛ての電子的な請求書をカレンダー
サーバ２５へ送信する。この電子請求書には、顧客（バイヤ）名、請求書番号、顧客（バ
イヤ）口座番号、請求金額、状態、支払期限、問合せ番号、振込先口座、ＥＤＩ情報（こ
の電子請求書の授受に必要な付加的な情報，例えば固有の識別コードなど）等が、所定フ
ォーマットで記述されている。
【００３３】
カレンダーサーバ２５は、サプライヤシステム７から受信したバイヤ１宛ての電子請求書
をデータベースに保管し、そして、その電子請求書について通知（カレンダー画面にマー
クを貼り付けてバイヤ１へ通知すること）、開封（請求書の詳細内容の画面をバイヤ１に
見せること）、支払い依頼（請求書の支払いのための口座振替処理を行った旨を銀行シス
テム１３から通知されること（若しくは、請求書の支払いのための口座振替処理を行う旨
を銀行システム１３に依頼（通知）すること）、支払い済み確認（サプライヤの口座に請
求金額の入金があった旨を銀行システム１３から通知されること）などの処理を行う。カ
レンダーサーバ２５は、電子請求書について上記通知、開封、支払い依頼、又は支払い済
み確認などの処理を行なうと、リアルタイムで又は所定タイミングで、その電子請求書の
状態を通知済み、開封済み、支払い依頼中、又は支払い済み等に更新する。
【００３４】
サプライヤシステム７は、発行期間や状態を指定して電子請求書の検索をカレンダーサー
バ２５に依頼することができる。すると、カレンダーサーバ２５は、カレンダーサーバ２
５が管理しているサプライヤシステム７からの電子請求書の中から、指定された発行期間
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内に発行日が入り且つ指定された状態を現在もっている請求書を検索して、それらを一覧
に表示した請求書リスト画面（図１０参照）をサプライヤシステム７に送って表示させる
。その請求書リスト画面（図１０参照）には、各電子請求書の顧客名、請求書番号、顧客
口座番号、請求金額、状態、状態更新時、支払期限、問合せ番号、ＥＤＩ識別情報などが
表示される。ここに表示された各電子請求書の「状態」は、各電子請求書の最新の状態（
通知済み、開封済み、支払い依頼中、又は支払依頼済み等）を表しており、「状態更新時
」はその最新の状態に更新された日を表している。
【００３５】
なお、サプライヤシステム７はカレンダーサーバ２５に、電子請求書の状態の更新をリア
ルタイムで自動通知してくれるよう、予め依頼しておくことができる。そのように依頼し
ておいた場合には、サプライヤシステム７が積極的にカレンダーサーバ２５に接続しなく
ても、カレンダーサーバ２５はサプライヤシステム７に電子請求書の状態の更新をリアル
タイムで自動的に通知する。いずれにしても、請求書の状態が支払 になったときには
、サプライヤシステム７は、カレンダーサーバ２５から、その旨の通知をリアルタイム又
は所定のタイミングで受信する。
【００３６】
銀行システム１３、１５は、エレクトロニックバンキングシステムを通じて、カレンダー
サーバ２５、バイヤシステム３又はサプライヤシステム７などと通信することで、カレン
ダーサーバ２５、バイヤシステム３又はサプライヤシステム７からの依頼に応じて銀行業
務を行なうことができる。バイヤ１の預金口座を扱う銀行システム１３は、サプライヤ７
からバイヤ１への請求書の支払い（口座振替）を依頼する電文を受けると、リアルタイム
で又は所定タイミングで、バイヤ１の預金口座から銀行システム１５がもつサプライヤ７
の預金口座へと請求金額分の金を振り替える処理を、銀行間決済システム１７を用いて行
う。
【００３７】
バイヤ１の預金口座を扱う銀行システム１３は、上述したような請求書の支払い又はその
他の原因によってそのバイヤ１の預金口座に出金又は入金が発生すると、リアルタイムで
又は所定タイミングで、その入金や出金の明細を表した電子的な入出金明細をカレンダー
サーバ２５に送信する。その入出金明細には、顧客（バイヤ１）名、顧客口座、入出金日
付、入出金の金額、科目、摘要、及びＥＤＩ情報（この電子入出金明細を授受するに必要
な付加情報、例えば、支払った請求書の識別コードなど）が所定フォーマットで記述され
ている。その入出金明細が請求書の支払い完了を示している場合に、カレンダーサーバ２
５は、その入出金明細に含まれているＥＤＩ情報によって、支払われた請求書がどれであ
るかを特定することができ、そして、特定した請求書の状態を支払い済みに更新する。
【００３８】
サプライヤ５の預金口座を扱う銀行システム１５は、発行期間や状態を指定して電子請求
書の検索をカレンダーサーバ２５に依頼することができる。すると、カレンダーサーバ２
５は、その銀行システムが扱うサプライヤ５の預金口座（現実には、複数のサプライヤの
複数の預金口座を扱っている）を振込先口座に指定している電子請求書であって、指定さ
れた発行期間内に発行日が入り且つ指定された状態に現在ある電子請求書を検索し、それ
らを一覧に表示した請求書リスト画面（図１１参照）を銀行システム１５に送って表示さ
せる。その請求書リスト画面（図１１参照）には、各電子請求書の請求企業（サプライヤ
）名、企業コード、顧客（バイヤ）名、顧客口座、請求金額、状態、発行日、及び請求（
支払）期限などが表示される。ここに表示された各電子請求書の「状態」は、各電子請求
書の最新の状態（通知済み、開封済み、支払い依頼中、又は支払済み等）を表しており、
「状態更新時」はその最新の状態に更新された日を表している。
【００３９】
カレンダーサーバ２５は、データベースを有し、その中にバイヤ１用の格納領域をもつ。
バイヤ１用の格納領域には、サプライヤシステム７から受信したバイヤ１宛ての電子請求
書、及び銀行システム１３から受信したバイヤ１の預金口座の入出情報などが蓄積される
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。電子請求書又は入出金明細を受信すると、カレンダーサーバ２５は、上述したカレンダ
ー画面（図３、４）に請求書又は入出金明細を貼り付けてバイヤ１が閲覧できるようにす
るだけでなく、電子メールを用いてもそれをバイヤ１に通知することもできる。
【００４０】
カレンダーサーバ２５は、図１に示すように、請求書管理部２７と会計管理部２９とを有
する。請求書管理部２７は、サプライヤシステム７及びサプライヤ５の口座を扱う銀行シ
ステム１５と通信し、そして、主に、サプライヤ５からの電子請求書に関わる情報処理を
行なう。会計管理部２９は、主に、バイヤシステム３及びバイヤ１の口座を扱う銀行シス
テム１３と通信し、そして、主に、バイヤ１の口座の入出金に関わる情報処理を行なう。
【００４１】
図２は、請求書管理部２７と会計管理部２９が行う処理における電子情報の流れを示して
いる。図２を参照して、それらの処理について説明する。それらの処理は、典型的には、
カレンダーサーバ２５に搭載されたコンピュータプログラムを実行することによって行わ
れる。
【００４２】
請求書管理部２７が行なう処理には、（１）請求書登録処理、（２）請求書開封及び支払
い依頼通知処理、及び（３）決済請求書帳消し処理がある。
【００４３】
（１）請求書登録処理
サプライヤシステム７からバイヤ１宛ての電子請求書が発行されると（１－１）、請求書
管理部２７は、その電子請求書を受信し、未決済の請求書として請求書管理部２７のデー
タベースに登録し（１－２）、そして、その電子請求書の状態や支払い期限などを管理す
る。請求書管理部２７は、また、その電子請求書を会計管理部２９へ転送する（１－３）
。
【００４４】
（２）請求書開封及び支払い依頼通知処理
バイヤ１が或る電子請求の詳細内容を閲覧した（開封した）とき、会計管理部２９から請
求書管理部２７に、開封通知が送られる（６－２）。請求書管理部２７は、その開封通知
を受信すると、その電子請求書の状態を開封済みに更新する（２－１）。請求書管理部２
７は、サプライヤシステム７からその電子請求の検索が要求されたとき（又は、自動通知
が予め依頼されていた場合には、その電子請求書の状態を開封済みに更新したとき）、そ
の電子請求書の状態（つまり、開封済み）をサプライヤシステム７に知らせる（２－２）
。こうして電子請求書をバイヤ１が開封されたことをサプライヤ５に知らせることは、支
払う気のないバイヤ１に対してサプライヤ５が法的督促手続きを採るための法的根拠を与
える。
【００４５】
或る電子請求書の支払いがバイヤ１の口座を扱う銀行システム１３に依頼されたとき、会
計管理部２９から請求書管理部２７に、その電子請求書の支払い依頼についての通知が送
られる（６－９）。請求書管理部２７は、その支払い依頼通知を受信すると、その電子請
求書の状態を支払い依頼中に更新する（２－３）。請求書管理部２７は、サプライヤシス
テム７からその電子請求の検索が要求されたとき（又は、自動通知が予め依頼されていた
場合には、その電子請求書の状態を支払い依頼中に更新したとき）、その電子請求書の状
態（つまり、支払い依頼中）をサプライヤシステム７に知らせる（２－４）。
【００４６】
（３）決済請求書帳消し処理
サプライヤ５は、或る電子請求書の状態が支払い依頼中になったことの通知を受けると、
銀行システム１５に対して、サプライヤ５の預金口座にその請求書に係る請求金額が入金
されたかどうか照会するであろう（３－１）（又は、銀行システム１５からサプライヤシ
ステム７に、自動的に入金の事実が通知されるであろう。）。この照会によって銀行シス
テム１５が確認したサプライヤ５の口座への入金明細は、銀行システム１５からサプライ
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ヤシステム７へ転送されるだけでなく（３－２）、請求書管理部２７にも転送される（３
－３）。請求書管理部２７は、銀行システム１５から入金明細を受け取ると、その入金明
細に対応する電子請求書を特定し、その特定した電子請求書の状態を支払い済みに更新す
ることで、その電子請求書を未決済の請求書中から自動的に帳消しし（３－４）、そして
、その請求書の状態（支払済み）をサプライヤシステム７に通知する。上記支払い済みの
通知により、サプライヤ５は、決済済みの請求書の帳消しが容易に行なえ、キャッシュフ
ローの把握も容易に行え、商品の発送などの決済後のアクションへ円滑に移行できる。
【００４７】
カレンダーサーバ２５の会計管理部２９が行なう処理には、（４）入出金明細自動貼り付
け処理、（５）請求書自動貼り付け処理、（６）請求書開封及び支払い依頼通知処理、（
７）入出金明細自動分類処理、（８）入出金予定自動設定処理、（９）決済入出金予定自
動帳消し処理、（１０）  入出金明細自動通知処理、（１１）口座電子通帳処理がある。
【００４８】
(4)入出金明細自動貼り付け処理
会計管理部２９は、銀行システム１３からエレクトロニックバンキングシステム２１を通
じて送られてきたバイヤ１の口座の 情報を受信し（ 4-1）、その 情報に含ま
れているデータ（取引日、請求金額、支払期限、発行日、 EDI情報、及び摘要など）を会
計管理部２９のデータベースに登録する (4-2)。そして、会計管理部２９は、バイヤシス
テム３に各月又は各週のカレンダー画面（図３、４参照）を表示するとき、登録した入出
金明細のデータをそのカレンダー画面に貼り付ける（ 4-3）。バイヤは、そのカレンダー
画面から、各月又は各週の自分の口座における の実績が把握できる。
【００４９】
(5)請求書自動貼り付け処理
会計管理部２９は、サプライヤシステム７から請求書管理部２７を通じて送られてきた電
子請求書を受信し (1-1)、その電子請求書から入出金予定に関するデータ（取引日、請求
金額、支払期限、発行日、 EDI情報、及び摘要など）を取得し、そして、その取得したデ
ータを会計管理部２９のデータベースに登録する (5-1)。また、会計管理部２９は、その
電子請求書をエレクトロニックバンキングシステム２１に転送して、それをエレクトロニ
ックバンキングシステム２１に登録させる (5-4)。そして、会計管理部２９は、バイヤシ
ステム３に各月又は各週のカレンダー画面（図３、４参照）を表示するとき、登録した電
子請求書の入出金予定に関するデータをそのカレンダー画面に貼り付ける（ 5-2）。バイ
ヤは、そのカレンダー画面から、各月又は各週の自分の口座における入出金の予定が把握
できる。そのカレンダー画面（図３、４参照）には、電子請求書に基づく入出金予定に関
するデータと、上述した入出金明細に基づく 実績に関するデータとが共に表示され
る。よって、バイヤは、様々な請求書とそれに対する支払い手続きとを一括して管理する
ことができるようになる。
【００５０】
また、電子請求書が会計管理部２９に到達すると（５－１）、会計管理部２９は、速やか
に、その到達をバイヤシステム３に通知する（５－３）。さらに、会計管理部２９は、そ
の電子請求書をエレクトロニックバンキングシステム２１に転送し、エレクトロニックバ
ンキングシステム２１はその電子請求書を登録する（５－４）。
【００５１】
（６）請求書開封及び支払い依頼通知処理
バイヤシステム３から或る電子請求書の閲覧を要求されると、会計管理部２９は、エレク
トロニックバンキングシステム２１に登録されている電子請求書の詳細内容を示した画面
（図７参照）をバイヤシステム３に送る（６－１）。これにより、バイヤはその電子請求
書を開封したことになり、そして、会計管理部２９は、その開封を請求書管理部２５にリ
アルタイムで通知する（６－２）。その請求書の開封は、前述したように、請求書管理部
２７からサプライヤシステム７に通知される（２－１、２－２）。
【００５２】

10

20

30

40

50

(11) JP 3632919 B2 2005.3.30

入出金 入出金

入出金

入出金



また、バイヤシステム３において或る電子請求書がバイヤにより承認されると（６－３）
、その請求書の支払いための口座振替電文が自動生成されて（６－４）、その口座振替電
文がバイヤの口座を扱う銀行システム１３に送られる（６－５）。銀行システム１３は、
その口座振替電文を受けて口座振替処理を行ない（６－６）、そして、その口座振替処理
にてバイヤ１の口座から請求金額を出金したことを示す出金明細を会計管理部２９へ送る
（６－７）。会計管理部２９は、その出金明細を会計管理部２９のデータベースに登録し
（６－８）、そして、その請求書の支払い依頼についての通知を請求書管理部２７へ送る
（６－９）。その請求書の支払い依頼通知は、前述したように、請求書管理部２７からサ
プライヤシステム７に送られる（２－３、２－４）。
【００５３】
上記の登録された出金明細（ 6-8）は、前述の 情報自動貼り付け処理によって、カ
レンダー画面に貼り付けられてバイヤシステム３に表示される（ 5-2）。
【００５４】
（７）入出金明細自動分類処理
会計管理部２９は、会計管理部２９のデータベースから、過去１か月分又は過去１週間分
の入出金明細を読み込み、それらの入出金明細に含まれている任意の項目（例えば、科目
、摘要又はＥＤＩ情報など）に基づいて、それらの入出金明細を自動的に分類し、分類さ
れた入出金明細をバイヤシステム３に表示する。
【００５５】
（８）入出金予定自動設定処理
会計管理部２９は、上記の入出金明細自動分類処理で分類された入出金明細に含まれてい
る様々な項目（入出金日付、金額、科目、摘要及びＥＤＩ情報など）を用いて、今後（翌
月以降）の入出金の予定を自動的に（又は、バイヤの手入力による情報補完を伴って半自
動的に）設定する。そして、会計管理部２９は、設定された翌月以降の入出金の予定を会
計管理部２９のデータベースに登録し、翌月以降のカレンダー画面をバイヤシステム３に
表示するときに、そのカレンダー画面にその翌月以降の入出金の予定を貼り付ける。これ
により、電気料金や電話料金の引き落としのように毎月決まった日に行われる入出金の予
定が、過去の実績に基づいて、カレンダー画面に自動的に設定される。
【００５６】
なお、バイヤの完全な手入力によって将来の入出金予定を設定することもできる。
【００５７】
(9)決済入出金予定自動帳消し処理
会計管理部２９は、入出金明細を銀行システム１３又は１５からエレクトロニックバンキ
ングシステム２１を通じて受信すると、受信した入出金明細（ 日付、科目、摘要及
び EDI情報など）に対応する入出金予定（前述の請求書自動貼り付け処理にて請求書に基
づいて登録された入出金予定、又は前述の入出金予定自動設定処理で過去の入出金明細に
基づいて登録された入出金予定）を会計管理部２９のデータベースから検索する。そして
、対応した入出金予定が見つかれば、会計管理部２９は、その対応した入出金予定の状態
を支払済みに更新することで、その入出金予定を自動的に帳消しする。
【００５８】
（１０）入出金明細自動通知処理
上記決済入出金予定自動帳消し処理によって入出金予定の帳消しが行われたとき、会計管
理部２９は、そのことをバイヤシステム３に自動的に通知する。入出金予定に対応する入
出金明細が予定期日を過ぎても来ない場合、或るいは、予期せぬ入出金明細（どの入出金
予定にも対応しない入出金明細）が来た場合にも、会計管理部２９は、そのことをバイヤ
システム３に自動的に通知する。上記の自動通知を行うか否か、及びどのような入出金明
細に来た場合に上記の自動通知を行うかなどの条件を、バイヤシステム３に表示された画
面上でバイヤが指定することができる。
【００５９】
（１１）口座電子通帳処理
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会計管理部２９は、会計管理部２９のデータベースからバイヤの口座の入出金明細を読み
込み、それらの入出金明細を入出金日付の順に並べて一覧に表示した口座電子通帳画面（
図８参照）を作成し、そして、その口座電子通帳画面をバイヤシステム３に送って表示さ
せる。バイヤシステム３では、その口座電子通帳画面の所定形式のデータファイルをダウ
ンロードして、会計アプリケーションプログラムに取り込むことができる。
【００６０】
以下では、更に具体的に、この実施形態に係るシステムの機能及び動作を説明する。
【００６１】
図３は、カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する月毎のカレンダー画面の一
例を示す。
【００６２】
図３に示すように、カレンダー画面は、副ウィンドウ３５と、メインウィンドウ３７とに
区分けされる。
【００６３】
副ウィンドウ３５には、「今週へ」、「予定入力」、「月表示」、「週表示」、「日表示
」、「請求書リスト」及び「電子通帳表示」等の各メニューを備えるメニュー領域３５ａ
と、キーワード検索を行うとき用いられる検索領域３５ｂと、翌月のカレンダー画面が表
示される領域３５ｃと、「今月に戻る」メニュー３５ｄとが設定されている。
【００６４】
メインウィンドウ３７には、バイヤの指定した月の全ての日付のスペースが配列されたカ
レンダーが表示され、このカレンダーには、サプライヤシステム７から発行されたバイヤ
１宛ての請求書、銀行システム１３から送られたバイヤ１の口座の入出金明細、及びバイ
ヤ１の口座の過去の入出金実績から自動作成された入出金予定を表したマーク（アイコン
と文字列）が表示されている。
【００６５】
図３において、例えば「Ｃ損保」、「ＸＹショップ」及び「Ｚ企業」というマークは、そ
れぞれ、Ｃ損保からの請求書、ＸＹショップからの請求書及びＺ企業からの請求書を表し
ており、その請求書がカレンダーサーバ２５に受信された日付のスペースに貼り付けられ
ている。「Ｃ損保」及び「ＸＹショップ」のマークの先頭のアイコン（四角枠内に縦ライ
ン）は、例えば、まだ支払いが行われていないことを示しており、「Ｚ企業」のマークの
先頭のアイコン（四角枠内にＸ）は、例えば、支払い依頼中又は支払済みであることを示
している。
【００６６】
また、図３において、「振込み」というマークは、或る請求書（例えば、Ｚ企業からの請
求書）に対して支払い（口座振替）を行ったことを示しており、そのアイコン（四角枠内
にマイナス）は出金であることを意味している。このマークは、その支払い（口座振替）
を行った日付のスペースに貼り付けられている。この「振込み」のマークに、更に、どの
請求書に対応するものかを示す追加のマークを加えても良い。
【００６７】
また、図３において、例えば「電気料金」、「水道料金」、「携帯電話サ－ビス料金」、
「電話料金」及び「ガス料金」というマークは、それぞれ、その料金を支払うことになっ
ているという出金予定又は支払ったという出金実績を表している。これらのマークのアイ
コン（四角枠にマイナス）は、出金であることを意味している。また、図３において、例
えば「ＸＸカード」及び「ＯＯローン」というマークは、それぞれ、ＸＸカード会社及び
ＯＯローン会社へカード利用代金及びローン返済金を支払うことになっているという出金
予定又は支払ったという出金実績を表している。これらの出金予定又は出金明細のマーク
は、出金の行われる予定日付又は出金が行われた日付のスペースに貼り付けられている。
これらの出金予定又は出金実績のマークのアイコン（四角枠内にマイナス）は、出金であ
ることを意味している。アイコン又は文字列の色又は形等を違えることで、出金予定と出
金実績とを区別できるようにしてもよい。
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【００６８】
また、図３において、「給与」というマークは、給与が入金されることになっているとい
う入金予定又は入金されたという入金実績を表している。この入金予定又は入金実績のマ
ークのアイコン（四角枠内にプラス）は、入金であることを意味している。この入金のマ
ークは、その入金が行われることになっている予定の日付又はその入金が行われた日付の
スペースに貼り付けられている。アイコン又は文字列の色又は形等を違えることで、入金
予定と入金実績とを区別できるようにしてもよい。
【００６９】
図４は、バイヤシステム３に表示される週毎のカレンダー画面の一例を示す。
【００７０】
図４に示した週毎のカレンダー画面は、図３に示した月毎のカレンダー画面のメニュー領
域３５ａ中の「今週へ」及び／又は「週表示」をポインティングデバイスでクリックする
ことにより、表示することができる。図４に示すように、週毎のカレンダー画面のメイン
ウィンドウ３７には、バイヤが指定した週のカレンダーが表示され、そのカレンダーの各
日付のスペースは、曜日／日付スペース３７ａと、入出金予定・実績スペース３７ａとを
もつ。各日付の入出金予定・実績スペース３７ｂには、その日付に受信された請求書、そ
の日付に行われる予定の入出金予定又はその日付に行われた入出金実績を表したアイコン
及び文字列が表示される。
【００７１】
図５は、バイヤシステム３に表示される日毎のカレンダー画面の一例を示す。
【００７２】
図５に示す日毎のカレンダー画面は、図３又は図４に示したカレンダー画面のメニュー領
域３５ａ内の「日表示」メニューをポインティングデバイスでクリックすることで、表示
することができる。図５に示すように、日毎のカレンダー画面のメインウィンドウ３７に
は、バイヤの指定した日に行われた入出金の明細と、その日に受信された請求書の概要と
が表示される。表示された請求書について、バイヤが「明細」ボタンをクリックすると、
その請求書の詳細内容が表示され、これにより、バイヤが請求書を開封したことになり、
カレンダーサーバ２５で管理されているその請求書の状態は開封済みに更新される。表示
された請求書（未決済の請求書のみ）について、バイヤが「支払い」ボタンをクリックす
ると、バイヤがその請求書を承認したことになり、その請求書に支払うための口座振替電
文が自動作成されて銀行システム１３に送られ、口座振替処理が自動的に行われる。
【００７３】
図６は、バイヤシステム３に表示される請求書リスト画面の一例を示す。
【００７４】
図６に示す請求書リスト画面は、図３、図４又は図５に示した画面のメニュー領域３５ａ
内の「請求書リスト」メニューをポインティングデバイスでクリックすることで、表示す
ることができる。図６に示すように、請求書リスト画面のメインウィンドウ３７には、バ
イヤの指定した月に受信された全ての請求書の概要のリストが表示される。表示された請
求書について、バイヤが「明細」ボタンをクリックすると、その請求書の詳細内容が表示
され、これにより、バイヤが請求書を開封したことになり、カレンダーサーバ２５で管理
されているその請求書の状態は開封済みに更新される。表示された請求書（未決済の請求
書のみ）について、バイヤが「支払い」ボタンをクリックすると、バイヤがその請求書を
承認したことになり、その請求書に支払うための口座振替電文が自動作成されて銀行シス
テム１３に送られ、口座振替処理が自動的に行われる。
【００７５】
図７は、バイヤシステム３に表示される請求書明細画面の一例を示す。
【００７６】
図７に示す請求書明細画面は、図５又は図６に示す画面で、或る請求書について「明細」
ボタンをポインティングデバイスでクリックすることで、表示することができる。この画
面には、請求書の詳細な情報が表示される。この請求書明細画面が表示されると、バイヤ
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がその請求書を開封したことになり、カレンダーサーバ２５で管理されているその請求書
の状態は開封済みに更新される。表示された請求書（未決済の請求書のみ）について、バ
イヤが「支払い」ボタン４４９をクリックすると、バイヤがその請求書を承認したことに
なり、その請求書に支払うための口座振替電文が自動作成されて銀行システム１３に送ら
れ、口座振替処理が自動的に行われる。
【００７７】
図８は、バイヤシステム３に表示される口座電子通帳画面の一例を示す。
【００７８】
図８に示した電子通帳画面は、図３～図６に示した画面のメニュー領域３５ａ内の「電子
通帳表示」メニューをポインティングデバイスでクリックすることで、表示することがで
きる。図８に示すように、電子通帳画面には、バイヤが指定した期間に行われたバイヤの
預金口座の入出金明細（入出金日付、科目、支払い金額、入金金額、差引残高、備考など
）が、 日付の順で並んで表示される。要するに、預金通帳の記載内容と同じものが
表示される。備考欄６３には、予め設定されていた対応の入出金予定と実際の入出金実績
とが相違した場合に、その相違が表示される。例えば、図８の例では、携帯電話料金につ
いて予定と実績との間に金額の相違があったため、「予定金額相違」と表示されている。
「予定金額相違」をクリックすると、ボックス６５が開き、そこに、その相違についてよ
り詳細な説明が表示される。
【００７９】
図９は、バイヤシステム３に表示される入出金予定設定画面の一例を示す。
【００８０】
図９に示す入出金予定設定画面は、図３～図６に示した画面のメニュー領域３５ａ内の「
予定入力」メニューをポインティングデバイスでクリックし、そして、カレンダーサーバ
２５が過去の入出金明細に基づいて自動作成した入出金予定の中から任意のものをバイヤ
が選ぶ（又は、新規予定を選択する）ことで、表示することができる。図９に示した入出
金予定設定画面は、既に自動設定されている携帯電話料金の出金予定を選択した場合の例
である。図９に示した入出金予定設定画面には、過去の携帯電話料金の出金実績からカレ
ンダーサーバ２５が自動的に設定した出金予定のデータが科目名３９、取引種別４１、科
目グループ４３、取引日（ 予定日）４５、金額４７などの欄に自動的に表示される
。バイヤは、これら自動的に設定された事項に手動で変更することもできる。
【００８１】
自動通知４９の欄では、この画面で設定した入出金予定に関してカレンダーサーバ２５か
らバイヤシステム３へ自動通知を行って欲しい場合に、その自動通知を行ための条件をバ
イヤが設定することができる。すなわち、事前通知４９ａの欄で「する」を選び、且つ「
当日」、「前日」又は「２日前」を選べば、この入出金予定の取引日の当日、前日又は２
日前に、カレンダーサーバ２５からバイヤシステム３へこの入出金予定についての自動通
知が行われる。また、事後通知４９ｂの欄で、「する」を選び、且つ「予定取引の成立」
の「金額が一致した時に通知する」又は「金が不一致した時に通知する」を選べば、この
入出金予定に対応する 情報が銀行システム１３から送られてきた場合であって、そ
の金額が予定と一致した場合又は一致しなかった場合に、カレンダーサーバ２５からバイ
ヤシステム３へその金額の一致又は不一致についての自動通知が行われる。（金額が不一
致の場合、図８に示したように、電子通帳画面にもその旨が表示される。）また、事後通
知４９ｂの欄で、「する」を選び、且つ「予定取引の不成立」の「入出金明細金額と現在
の残高を表示する」又は「予定取引を通知する」を選べば、この入出金予定に対応する

がバイヤ口座の残高不足などの原因で実行できなかった場合に、カレンダーサーバ２
５からバイヤシステム３へ選択された事項についての自動通知が行われる。また、事後通
知４９ｂの欄で、「する」を選び、且つ「予定にない取引が存在したときに通知する」を
選べば、どの入出金予定にも対応しない 情報が銀行システムから送られてきたとき
に、カレンダーサーバ２５からバイヤシステム３へその入出金明細についての自動通知が
行われる。
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【００８２】
図１０は、カレンダーサーバ２５がサプライヤシステム７に提供する請求書リスト画面の
一例を示す。
【００８３】
サプライヤシステム７が、発行期間や状態を指定して電子請求書の検索をカレンダーサー
バ２５に依頼すると、カレンダーサーバ２５は、カレンダーサーバ２５が管理しているサ
プライヤシステム７からの電子請求書の中から、指定された発行期間内に発行日が入り且
つ指定された状態を現在もっている請求書を検索して、それらを一覧に表示した図１０に
示したような請求書リスト画面をサプライヤシステム７に送って表示させる。図１０に示
した請求書リスト画面には、各電子請求書の顧客名、請求書番号、顧客口座番号、請求金
額、状態、状態更新時、支払期限、問合せ番号、ＥＤＩ識別情報などが表示される。サプ
ライヤは、各電子請求書の最新の状態（通知済み、開封済み、支払い依頼中、又は支払依
頼済み等）を知ることができる。この画面において、サプライヤが各請求書（まだ支払い
依頼済みの状態になっていない請求書のみ）の取消ボックス４１にチェックマークを入れ
て、「取消処理」ボタン４２をポインティングデバイスでクリックすると、カレンダーサ
ーバ２５はその請求書を取り消す。
【００８４】
図１１は、カレンダーサーバ２５が銀行システム１３又は１５に提供する請求書リスト画
面の一例を示す。
【００８５】
銀行システム１３又は１５が発行期間や状態を指定して電子請求書の検索をカレンダーサ
ーバ２５に依頼すると、カレンダーサーバ２５は、その銀行システム１３又は１５が扱う
預金口座を入金先口座に指定している電子請求書であって、指定された発行期間内に発行
日が入り且つ指定された状態に現在ある電子請求書を検索し、それらを一覧に表示した図
１１に示すような請求書リスト画面を銀行システム１３又は１５に送って表示させる。図
１１に示す請求書リスト画面には、各電子請求書の請求企業（サプライヤ）名、企業コー
ド、顧客（バイヤ）名、顧客口座、請求金額、状態、発行日、及び請求（支払）期限など
が表示される。金融機関は、各電子請求書の最新の状態（通知済み、開封済み、支払い依
頼中、又は支払済み等）を知ることができる。
【００８６】
図１２は、この実施形態に係るシステムの全体の概略的な処理の流れを示す。
【００８７】
図１２において、銀行システム１３からの入出金明細は、カレンダーサーバ２５に送られ
、カレンダーサーバ２５のデータベースに登録される（ステップＳ７１）。次に、カレン
ダーサーバ２５がバイヤシステム３からの口座取引内容に関する照会依頼を受信すると、
今までに受信した入出金明細及び請求書が貼り付けられたカレンダー画面（図３、図４参
照）を に送って表示させ、そのカレンダー画面へのバイヤシステム３の
アクセスを受け付ける（ステップＳ７２）。
【００８８】
サプライヤシステム７からのバイヤ１に対する請求書は、通信ネットワークを通じてカレ
ンダーサーバ２５に送られる。カレンダーサーバ２５は、請求書から入出金予定のデータ
を取得してその入出金予定データをデータベースに登録し（ステップＳ７３）、また、そ
の請求書をエレクトロニックバンキングシステムに転送する。カレンダーサーバ２５は、
サプライヤシステム７から請求書が送信された旨をバイヤシステム３に通知する（ステッ
プＳ７４）。
【００８９】
バイヤシステム３から特定の請求書の内容に関する照会の依頼が送信されると（ステップ
Ｓ７５）、カレンダーサーバ２５はエレクトロニックバンキングシステムに登録されてい
る請求書の詳細内容を表した請求書明細画面をバイヤシステム３へ送って表示させる。こ
れはバイヤ１による請求書の開封を意味する。カレンダーサーバ２５は、サプライヤシス
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テム７に対し、その請求書がバイヤ１によって開封された旨を通知する（ステップＳ７６
）。
【００９０】
次に、バイヤシステム３の表示画面上でその請求書をバイヤ１が承認すると、その請求書
に対する支払い依頼電文が自動生成されエレクトロニックバンキングシステムを通じて銀
行システム１３に送られて、バイヤ１の口座からサプライヤ５の口座への請求金額の振替
手続が銀行システム１３に要求される。これにより、銀行システム１３、１５間での銀行
間決済システム１７を通じた口座振替手続が実行される（ステップＳ７７）。そして、銀
行システム１３からカレンダーサーバ２５に対し出金明細が送信され（ステップＳ７８）
、これに基づき、カレンダーサーバ２５からサプライヤシステム７に対し、支払い依頼通
知が送信される（ステップＳ７９）。
【００９１】
次に、サプライヤシステム７からサプライヤ口座の入出金明細に関する照会が銀行システ
ム１５に送信されると、銀行システム１５はサプライヤ口座の入出金明細を、サプライヤ
システム７及びカレンダーサーバ２５に送信する（ステップＳ８０）。それら入出金明細
を受信すると、サプライヤシステム７及びカレンダーサーバ２５は、それぞれ、既述のよ
うに、受信した入出金明細に基づいて、決済された請求書の帳消しを実行する（ステップ
Ｓ８１）。
【００９２】
図１３は、カレンダーサーバ２５が行う前述の（７）入出金明細自動分類処理と（８）入
出金予定自動設定処理と（９）入出金予定自動帳消し処理と（１０）入出金明細自動通知
と（１１）口座電子通帳処理の概略的な流れを示している。
【００９３】
図１３において、バイヤシステム３から入出金明細の自動分類の要求があると、カレンダ
ーサーバ２５は、データベースからバイヤの過去の入出金明細を抽出し分類し（ステップ
Ｓ８２）、分類結果に基づき将来の入出金予定を決定し、それら入出金予定を、翌月以降
のカレンダー画面に自動展開する（ステップＳ８３）。次に、銀行システム１３から、バ
イヤ口座の入出金明細が送信されると（ステップＳ８４）、カレンダーサーバ２５は、受
信した入出金明細と対応する入出金予定をデータベースから探し出し、見つかった入出金
予定を帳消しするとともに（ステップＳ８５）、そのことをバイヤシステム３に自動通知
する（ステップＳ８６）。
【００９４】
また、バイヤシステム３からの電子通帳表示の依頼を受信すると、カレンダーサーバ２５
はデータベースからバイヤ口座の入出金明細を読出し（ステップＳ８７）、それらを電子
通帳画面（図８参照）に記載し、その電子通帳画面をバイヤシステム３へ送信し表示させ
る（ステップＳ８８）。また、バイヤシステム３から入出金明細のダウンロードの依頼を
受信すると（ステップＳ８９）、カレンダーサーバ２５はデータベースからバイヤ口座の
入出金明細を読出し、それらを所定形式のファイルにしてバイヤシステム３へ送る（ステ
ップＳ９０）。
【００９５】
図１４は、図１３に示した全体処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（４
）入出金明細自動貼付け処理の流れを示す。
【００９６】
図１４において、銀行システム１３からのバイヤ口座の入出金明細を受信すると、カレン
ダーサーバ２５は、それをデータベースに保存する（ステップＳ９１）。次に、バイヤシ
ステム３から或る月又は週のカレンダー画面の表示依頼を受信すると（ステップＳ９２）
、その月又は週の入出金明細をデータベースから読出し（ステップＳ９３）、その月又は
週のカレンダー画面に貼付ける（ステップＳ９４）。（さらに、カレンダーサーバ２５は
、図１５に示すように、その月又は週に受信した請求書もそのカレンダー画面に貼り付け
る。）そして、カレンダーサーバ２５は、そのカレンダー画面（図３、４参照）をバイヤ
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システム３に送信し表示させる（ステップＳ９５）。
【００９７】
図１５は、図１３に示した全体処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（１
）請求書登録処理及び（５）請求書自動貼付け処理の流れを示す。
【００９８】
図１５において、サプライヤシステム７からのバイヤ宛ての請求書を受信すると、カレン
ダーサーバ２５は、その請求書から入出金予定データを取得してデータベースに保存する
（ステップＳ９６）。次に、カレンダーサーバ２５は、その請求書を受信した旨をバイヤ
システム３に通知する（ステップＳ９７）。
【００９９】
バイヤシステム３から或る月又は週のカレンダーの表示依頼を受信すると（ステップＳ９
８）、カレンダーサーバ２５は、その月又は週に受信した請求書に基づく入出金予定デー
タをデータベースから読出し（ステップＳ９９）、その月又は週のカレンダー画面に貼付
ける（ステップＳ１００）。（さらに、カレンダーサーバ２５は、図１４に示したように
、その月又は週の入出金明細もそのカレンダー画面に貼り付ける。）次に、カレンダーサ
ーバ２５は、そのカレンダー画面（図３、４）をバイヤシステム３に送信し表示させる（
ステップＳ１０１）。
【０１００】
図１６は、図１３に示した全体処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（２
）及び（６）請求書開封及び支払い依頼通知処理、並びに（３）決済請求書帳消し処理の
流れを示す。
【０１０１】
図１６において、サプライヤシステム７からのバイヤ宛ての請求書を受信すると、カレン
ダーサーバ２５は、その請求書から入出金予定データを取得してデータベースに保存する
（ステップＳ１０２）。また、カレンダーサーバ２５は、その請求書をエレクトロニック
バンキングシステムへ転送する（ステップＳ１０２－２）。次に、カレンダーサーバ２５
は、その請求書を受信した旨の通知をバイヤシステム３に送る（ステップＳ１０３）。こ
の通知には、入金口座情報、金額情報、ＥＤＩ情報などが含まれる。
【０１０２】
バイヤシステム３から請求書の内容の確認が要求されると、エレクトロニックバンキング
システムに保存されている請求書の詳細内容がバイヤシステム３に送られて表示され、そ
して、その請求書の内容の確認の通知をカレンダーサーバ２５が受ける（ステップＳ１０
４）。すると、カレンダーサーバ２５は、サプライヤシステム７に対し、請求書の開封の
通知を送る（ステップＳ１０５）。
【０１０３】
また、バイヤ１が請求書の承認をバイヤシステム３に入力すると、バイヤシステム３から
銀行システム１３へ支払い（口座振替）電文が送信され（ステップＳ１０６）、そして、
銀行システム１３は銀行間決済システム１７を用いてバイヤ口座からサプライヤ口座への
振替処理を行なう（ステップＳ１０７）（なお、ステップＳ１０６及びＳ１０７の処理は
カレンダサーバ２５を介して行われるようにしても良い）。銀行システム１３はこの口座
振替におけるバイヤ口座の出金明細をカレンダーサーバ２５に送信する（ステップＳ１０
８）。カレンダーサーバ２５は、その出金明細を受信すると、その請求書の状態を支払い
依頼中に変更し、そのことをサプライヤシステム７とバイヤシステム３に通知する（バイ
ヤシステム３では、カレンダー画面上のその請求書のマークに、支払い依頼中を示すアイ
コンが付加される）（ステップＳ１０９）。
【０１０４】
サプライヤシステム７から銀行システム１５に対して或る請求書の支払いに係るサプライ
ヤ口座への入金明細の確認が要求されると、銀行システム１５は、その入金明細をサプラ
イヤシステム７及びカレンダーサーバ２５に送る（ステップＳ１１０）。すると、その銀
行システム１５からの入金明細に基づいて、カレンダーサーバ２５はその決済された請求
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書を帳消しし（ステップＳ１１１）、サプライヤシステム７もその決済された請求書を帳
消しする（ステップＳ１１２）。
【０１０５】
図１７は、図１４に示した処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（７）入
出金明細自動分類処理及び（８）入出金予定自動設定処理の流れを示す。
【０１０６】
図１７において、バイヤシステム３からバイヤが指定した過去の期間（１ヶ月分又は数ヶ
月分）の入出金明細の自動分類依頼を受信すると、カレンダーサーバ２５は、データベー
ス内のバイヤ口座の上記指定された過去期間の入出金明細を科目、取引種別及び取引日な
どの項目に基づいて分類し、分類された入出金明細に基づいて、将来の入出金予定を決定
し、各入出金予定について図９に示したような入出金予定設定画面を生成し（ステップＳ
１３１）、そして、その入出金予定設定画面をバイヤシステム３に送って表示させる（ス
テップＳ１３１－２）。
【０１０７】
バイヤは、その入出金予定設定画面上で、必要に応じて 予定の内容を変更したり、
或るいは、必要に応じて自動通知の設定を行ったりし (ステップＳ１３１－３ )、そして、
バイヤによって確定された入出金予定がバイヤシステム３からカレンダーサーバ２５に送
られる（ステップＳ１３１－４）。
【０１０８】
カレンダーサーバ２５は、確定された入出金予定を当月及び翌月のカレンダー画面（図３
、図４）にそれぞれ貼り付け（ステップＳ１３２）。カレンダーサーバ２５は、その当月
又は翌月のカレンダー画面を、バイヤシステム３に送信する（ステップＳ１３３）。
【０１０９】
図１８は、図１４に示した処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（９）入
出金予定帳消し処理及び（１０）入出金明細自動通知処理の流れを示す。
【０１１０】
図１８において、銀行システム１３からのバイヤ口座の入出金明細を受信すると、カレン
ダーサーバ２５は、それをデータベースに保存する（ステップＳ１３４）。次に、カレン
ダーサーバ２５は、受信した入出金明細に対応する入出金予定をデータベースから探し出
し、見つかった対応する入出金予定を帳消しすると共に、その入出金予定に対応する請求
書の状態を支払依頼中に変更する（ステップＳ１３５）。そして、カレンダーサーバ２５
は、ステップＳ１３５の結果をバイヤシステム３に自動通知する（ステップＳ１３６）。
【０１１１】
図１９は、図１４に示した処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（１１）
口座電子通帳処理の流れを示す。
【０１１２】
図１９において、バイヤ１がバイヤシステム３からカレンダーサーバ２５に対し、口座電
子通帳の表示の依頼を行うと（ステップＳ２２１）、カレンダーサーバ２５は、データベ
ースからバイヤ口座の入出金明細を読出して（ステップＳ２２２）、それら入出金明細を
図８に示したように電子通帳画面に日付順に記載し、その電子通帳画面をバイヤシステム
３に送信する（ステップＳ２２３）。
【０１１３】
また、バイヤシステム３からの入出金明細のダウンロードの要求を受信すると（ステップ
Ｓ２２４）、カレンダーサーバ２５は、データベースからバイヤ口座の入出金明細情報を
読み出し所定形式のファイルにしてバイヤシステム３にダウンロードする（ステップＳ２
２５）。この入出金明細のファイルを受信すると、バイヤシステム３は、その入出金明細
のファイルを、バイヤシステム３内の家計簿アプリケーションソフトウェア等に取込むこ
とができる（ステップＳ２２６）。
【０１１４】
以上、本実施形態に係るシステムの動作を説明した。上述した動作は、サプライヤがどの
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ような会社又は官庁であっても、基本的に適用できる。しかし、サプライヤが証券会社、
ローン会社或るいはファクタリング会社である場合には、上記とは若干異なる以下のよう
な動作を行うこともできる。
【０１１５】
図２０は、サプライヤが証券会社である場合に、この実施形態のシステムが行うことがで
きる、別の全体動作の概略的流れを示す。
【０１１６】
図２０において、バイヤからのサプライヤ（証券会社）システム７に対して株券又は公社
債等の証券の売買注文が（ダイレクトに又はカレンダーサ－バ２５を通じて）入ると、カ
レンダーサ－バ２５は、その証券売買に係る請求書を証券会社システム７から受信し、そ
の請求書に基づく入出金予定データをデータベースに保存する（ステップＳ１３７）。ま
た、カレンダーサ－バ２５は、その請求書をエレクトロニックバンキングシステムに登録
する。続いて、カレンダーサーバ２５はバイヤシステム３にその請求書の内容を通知する
（ステップＳ１３８）。バイヤシステム３からその請求書の内容を確認し了承した旨の通
知を受信すると、カレンダーサーバ２５は、銀行システム１３に対し、バイヤ口座から証
券会社口座への請求金額の振替を依頼する電文を送り（ステップＳ１３９）、同時に、バ
イヤ１により請求書が開封された旨の通知を証券会社システム７に送信する（ステップＳ
１４１）。
【０１１７】
上記振替依頼電文を受けて、銀行システム１３は銀行間決済システム１７を用いて、上記
振替処理を行なう（ステップＳ１４０）。また、上記開封通知を受けて、証券会社システ
ム７はバイヤからの証券売買注文を証券マーケットに出す。
【０１１８】
バイヤが注文を出してからその注文が証券マーケットに出されるまでの上記処理は、電子
的に極めて短時間に実行されるから、マーケットの変動によってバイヤが証券売買の機会
を逃してしまう虞はない。
【０１１９】
上記振替処理が行われると、銀行システム１３がカレンダーサーバ２５に対し、その振替
によるバイヤ口座の出金明細を送信し、カレンダーサーバ２５は証券会社システム７に対
しその請求書についての支払い依頼通知を送信する。
【０１２０】
その後、証券会社システム７から銀行システム１５に対しその請求書について入金明細の
照会依頼が行くと（ステップＳ１４２）、銀行システム１５はカレンダーサーバ２５と証
券会社システム７にその入金明細を送り、カレンダーサーバ２５と証券会社システム７は
その入金明細に基づいてその請求書を帳消しする（ステップＳ１４３）。
【０１２１】
図２１は、サプライヤがローン会社である場合に、この実施形態のシステムが行うことが
できる、さらに別の全体動作の概略的流れを示す。
【０１２２】
図２１において、バイヤからバイヤシステム３を通じてバイヤのローンについての照会を
受信すると（ステップＳ１６７）、カレンダーサ－バ２５は、貸し付け金額や返済予定な
どのローン取引明細をバイヤシステム３に送信する（ステップＳ１６８）。
【０１２３】
また、カレンダーサ－バ２５は、サプライヤ（ローン会社）システム７からローン返済に
係る請求書を受信し、これを保存し（ステップＳ１６９）、その請求書が到達した旨をバ
イヤシステム３に通知する（ステップＳ１７０）。バイヤが請求書内容をバイヤシステム
３上で確認すると、カレンダーサーバ２５は、その請求書内容の確認と承認の通知をバイ
ヤシステム３から受信する（ステップＳ１７１）。すると、カレンダーサーバ２５は、銀
行システム１３に対し、バイヤ口座からローン会社口座への返済額の振替依頼電文を送信
し（ステップＳ１７２）、また、バイヤによる請求書が開封された旨の通知をローン会社
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システム７に送信する（ステップＳ１７４）。
【０１２４】
上記振替依頼電文を受信すると、銀行システム１３は銀行間決済システム１７を用いて上
記振替処理を行う（ステップＳ１７３）。振替処理が行なわれると、銀行システム１３が
カレンダーサーバ２５に対し、その振替によるバイヤ口座の出金明細を送信し、これに応
答して、カレンダーサーバ２５はローン会社システム７に対し、支払い依頼 通知を送
信する。
【０１２５】
その後、ローン会社システム７から銀行システム１５に対しその請求書について入金明細
の照会依頼が行くと（ステップＳ１７５）、銀行システム１５はカレンダーサーバ２５と
ローン会社システム７にその入金明細を送り、カレンダーサーバ２５とローン会社システ
ム７はその入金明細に基づいてその請求書を帳消しする（ステップＳ１７６）。
【０１２６】
図２２は、ファクタリング会社が一種のサプライヤとして存在する場合における、本発明
に従う取引及び決済管理システムの構成を示す。
【０１２７】
ファクタリング会社９９は、バイヤ１に対する売掛債権を持っている或るサプライヤ５か
らその売掛債権を買取り、そして、カレンダーサーバ２５を利用してバイヤ１からその売
掛代金を回収する。ファクタリング会社９９のコンピュータシステム（ファクタリングシ
ステム）９７は、所定の通信ネットワークを介してサプライヤシステム７及びカレンダー
サーバ２５と通信可能である。取立システム９８が、バイヤの口座を預かる銀行システム
１３及びファクタリング会社９９の口座を預かる銀行システム１５と通信可能である。
【０１２８】
図２３は、図２２のシステムの全体処理の概略的な流れを示す。
【０１２９】
図２３において、サプライヤシステム７がファクタリングシステム９７に、バイヤ１宛て
の電子請求書を送信して、ファクタリングシステム９７に取立依頼する（ステップＳ２４
４）。ファクタリングシステム９７は、カレンダーサーバ２５に、その請求書をリアルタ
イム又は所定のタイミングで送信する（ステップＳ２４５）。カレンダーサーバ２５は、
ファクタリングシステム９７から受信した請求書をデータベースに保存すると共に、バイ
ヤシステム３に対して、その請求書の内容を送信して表示させる（ステップＳ２４６）。
バイヤシステム３に送られる請求書の内容には、入金先口座情報及び請求金額情報などが
含まれる。
【０１３０】
バイヤ１がバイヤシステム３に表示された請求書の内容を確認し承認すると（ステップＳ
２４７）、カレンダーサーバ２５は、ファクタリング会社９９の口座を扱う銀行システム
１５に対し、請求書の支払いのための取立依頼を送信する（ステップＳ２４８）。銀行シ
ステム１５は、取立システム９８を用いて、銀行システム１３のバイヤ口座から銀行シス
テム１５のファクタリング会社口座へ請求金額を移動させるという取立処理を行う（ステ
ップＳ２４９）。
【０１３１】
銀行システム１５は、上記取立処理が完了すると、リアルタイムで又は所定のタイミング
で、取立の完了通知をカレンダーサーバ２５に送信する。カレンダーサーバ２５は、その
取立完了通知を受信すると、データベース内のその請求書を帳消しし（つまり、その請求
書の状態を支払済みに更新し）、また、その取立完了通知をファクタリングシステム９７
に送る（ステップＳ２５０）。
【０１３２】
また、カレンダーサーバ２５は、上記取立処理によるバイヤ口座の出金明細を銀行システ
ム１３から受信し、その出金明細をデータベースに登録し、リアルタイム又は所定のタイ
ミングで、その出金明細に基づく取立完了の通知をバイヤシステム３に送る（ステップＳ
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２５１）。
【０１３３】
上述した実施形態のシステムは、本発明を説明するための例示である。本発明に従う取引
及び決済管理システムは、上記実施形態以外の様々な用途にも利用できる。例えば、銀行
に設けられた預金口座だけでなく、保険会社に設けられた預金口座や、証券会社に設けら
れた預金口座などにおける資金の管理にも、本発明の取引及び決済管理システムを摘要す
ることができる。また、電子請求書の詳細内容は、エレクトロニックバンキングシステム
２１だけでなく、カレンダサーバ２５が保存することができる。また、上述してあるかも
しれないが、カレンダサーバ２５或いは他のシステムが、上述した電子的な請求書に基づ
いて振込電文（振込みを行うための電子データ、例えば、その電子データが表示された画
面上で振込依頼が入力されたときは自動的に所望の口座から別の所望の口座へ振込みが行
われる）を自動的に作成することができる。また、サプライヤシステム７は、電子請求書
を取得し、その電子請求書（例えばそれに含まれている支払期限を示すデータ）を用いて
、入金予定日を推定することができる（例えば、支払期限が２００１年１月１０日であれ
ば、入金予定日を２００１年１月１０日に決定する、或るいは、バイヤ５の過去の入出金
履歴に基づいた日付（例えば、支払期限２日前の２００１年１月８日）に入金予定日を決
定することができる）。また、バイヤシステム３は、電子請求書を取得し、その電子請求
書（例えばそれに含まれている支払期限を示すデータ）を用いて、出金予定日を推定する
ことができる（例えば、支払期限が２００１年１月１０日であれば、出金予定日を２００
１年１月１０日に決定する、或るいは、バイヤ５の過去の入出金履歴に基づいた日付（例
えば、支払期限２日前の２００１年１月８日）に出金予定日を決定することができる）。
すなわち、サプライヤ５及びバイヤ１は、キャッシュフローの予測を容易にたてることが
できる。
【０１３４】
以下では、本発明の更に別の実施形態に係る取引・決済・ニュース管理システムについて
説明する。
【０１３５】
図２４は、この実施形態に係る取引・決済・ニュース管理システムの全体構成を示すブロ
ック図である。
【０１３６】
図２４に示すように、サプライヤシステム３０１、電子モール３０３、銀行システム３０
５、バイヤシステム３０７、及びカレンダーサーバ３０９が、インターネットなどを通じ
て通信可能に接続されている。サプライヤシステム、電子モール、銀行システム及びバイ
ヤシステムは実際には多数存在するであろうが、図２４ではそれぞれ１つのみを代表的に
示している。
【０１３７】
サプライヤシステム３０１は、バイヤ宛ての電子請求書（例えば、バイヤの個人情報（氏
名、住所、電話番号、生年月日など）、請求書番号、自動引落とし日又は支払い期限、請
求金額、バイヤの口座番号、サプライヤの口座番号、及びＥＤＩ情報等を含む）を、銀行
システム３０５及びカレンダーサーバ３０９へ送信する。また、サプライヤシステム３０
１は、サプライヤが提供するサービスや商品等の広告、サプライヤのホームページのＵＲ
Ｌ又は非商業的な広告のような、サプライヤがバイヤに知らせたい情報（以下、「ニュー
ス」という）を、カレンダーサーバ３０９へ送信する。各ニュースには、そのニュースの
内容、そのニュースをバイヤに知らせるべき期間的条件（表示期日）、そのニュースを知
らせるべきバイヤの条件（対象者）、そのニュースの内容の分野及び種類などの情報が含
まれている。
【０１３８】
電子モール３０３は、様々な商品（品物だけでなくサービスも含む意味）について、いわ
ゆるオンライン・ショッピングのサービスをバイヤに提供するシステムである。電子モー
ル３０３は、バイヤがオンライン・ショッピングで商品を購入したとき、電子請求書（例
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えば、そのバイヤの個人情報（バイヤの氏名、住所、電話番号、生年月日など）、請求書
番号、自動引落とし日又は支払い期限、請求金額、バイヤの口座番号、及びサプライヤの
口座番号等を含む）を、銀行システム３０５及びカレンダーサーバ３０９へ送信する。ま
た、電子モール３０３は、受注、決済又は発送処理を完了したときは、その旨を記載した
電子メールをカレンダーサーバ３０９へ送信し、バイヤがカレンダーサーバ３０９にアク
セスしたときに、バイヤに対し受注、決済又は発送処理を完了したことがカレンダーサー
バ３０９からバイヤに対しメッセージで通知されるようにする。
【０１３９】
銀行システム３０５は、バイヤの預金口座の管理している。銀行システム３０５は、サプ
ライヤシステム３０１又は電子モール３０３からの依頼電文に基づいて、バイヤの口座に
対して入出金処理を行い、電子的な入出金明細（例えば、科目、入出金日付、入出金金額
、残高、摘要及びＥＤＩ情報等を含む）を、カレンダーサーバ３０９へ送信する。また、
銀行システム３０５は、銀行が提供する各種の金融商品や金融サービス等の広告、銀行の
ホームページのＵＲＬ、又は非商業的な広告などの、銀行がバイヤに知らせたい情報（以
下、これも「ニュース」という）をカレンダーサーバ３０９へ送信する。各ニュースには
、そのニュースの内容、そのニュースをバイヤに知らせるべき期間的条件（表示期日）、
そのニュースを知らせるべきバイヤの条件（対象者）、そのニュースの内容の分野及び種
類などの情報が含まれている。
【０１４０】
また、銀行システム３０５は、インターネットバンキングシステムのようなエレクトロニ
ックバンキングシステムと接続されていて、バイヤシステム に対し、残高照会、入
出金明細照会及び口座振替などの銀行業務サービスをオンラインで提供することができる
。また、銀行システム３０５は、エレクトロニックバンキングシステムを利用するバイヤ
システム３０７へ提供するＧＵＩ画面上に、カレンダーサーバ３０９へアクセス（ジャン
プ）するためのボタンを設けている。従って、バイヤシステム３０７に表示された銀行シ
ステム３０５のＧＵＩ画面上でそのボタンがバイヤによりポインティングデバイスでクリ
ックされたときは、バイヤシステム３０７はカレンダーサーバ３０９に接続される。
【０１４１】
バイヤシステム３０７は、インターネット上の各種サーバにアクセスできる機能を有した
（典型的には、インターネット接続機能とＷＷＷブラウザを搭載した）、例えば、パーソ
ナルコンピュータ、携帯電話機、ＰＤＡなどであるが、これらの例示のみに限られるわけ
ではない。バイヤは、バイヤシステム３０７を利用して、電子モール３０３にアクセスし
てオンライン・ショッピングを行ったり、エレクトロニックバンキングシステムを通じて
銀行システム３０５にアクセスして残高照会、入出金明細照会又は口座振替などを行った
りすることができる。
【０１４２】
さらに、バイヤは、バイヤシステム３０７を利用してカレンダーサーバ３０９にアクセス
することで、後に詳細に説明するように、サプライヤシステム３０１及び電子モール３０
３から送られた請求書や銀行システム３０５から送られたバイヤ口座の入出金情報を閲覧
したり、それらの請求書への支払い依頼を銀行システム３０５へ送ったり、更には、サプ
ライヤシステム３０１、電子モール３０３及び銀行システム３０５から送られた様々なニ
ュースを閲覧したりすることができる。
【０１４３】
バイヤがバイヤシステム３０７を用いてカレンダーサーバ３０９にアクセスするための方
法には、銀行システム３０５のエレクトロニックバンキングシステムへログインした時に
表示されるＧＵＩ画面からカレンダーサーバ３０９へジャンプする方法や、カレンダーサ
ーバ３０９に直接的にアクセスする方法や、サプライヤのホームページからカレンダーサ
ーバ３０９へジャンプする方法など、様々なものが採用し得る。
【０１４４】
カレンダーサーバ３０９は、バイヤシステム３０７に対してそのバイヤ専用の２枚のカレ

10

20

30

40

50

(23) JP 3632919 B2 2005.3.30

３０７



ンダー画面を提供する（図２５、図２６、図３２、図３３、図３４参照）。一枚目のカレ
ンダー画面（図２５、図２６）は「口座管理カレンダー」と呼ばれ、もう２枚目のカレン
ダー画面（図３２、図３３、図３４）は「ニュースカレンダー」と呼ばれる。
【０１４５】
口座管理カレンダー（図２５、図２６）には、サプライヤシステム３０１、電子モール３
０３及び銀行システム３０５から送られたバイヤ宛ての電子請求書及びバイヤ口座の入出
金明細が貼り付けられている。ニュースカレンダー（図３２、図３３、図３４）には、サ
プライヤシステム３０１、電子モール３０３及び銀行システム３０５から送られたニュー
スのうち、バイヤの消費動向に応じてカレンダーサーバ３０９が選択したニュースが貼り
付けられている。
【０１４６】
カレンダーサーバ３０９は、受信したバイヤ宛ての請求書及びバイヤ口座の入出金明細か
ら、バイヤの消費動向に影響するスケジュール（例えば、口座の残高、将来の入出金予定
、定期預金満期予定など）（以下、「バイヤスケジュール」という）を推測してこれをデ
ータベースに保存する。また、カレンダーサーバ３０９は、社会の慣習的な又は季節的な
イベント（例えば、クリスマス、祝祭日、連休、バケーション期間など）の予定も、バイ
ヤの消費動向（例えば、プレゼント、旅行、商品購入など）に影響するバイヤスケジュー
ルとしてデータベースに記憶している。さらに、カレンダーサーバ３０９は、バイヤから
バイヤシステム３０７を通じて、バイヤの個人的なイベント（例えば、誕生日、車検、祝
事、冠婚葬祭、保険満期、契約更新、旅行など）の予定の入力を受け付け、そして、その
バイヤが入力した個人的なイベント予定も、バイヤの消費動向に影響するバイヤスケジュ
ールとして保存する。
【０１４７】
カレンダーサーバ３０９は、データベースに保存してある様々なニュースの中から、上記
のバイヤスケジュールに関連するニュース（例えば、プレゼント予定に対してプレゼント
用商品の広告、旅行予定に対して旅行サービスの広告、車検に対して自動車の広告、又は
ローンの返済予定日に対してより有利なローンの広告）、換言すればバイヤの消費動向に
沿ったニュースを選択する。そして、カレンダーサーバ３０９は、その選択されたニュー
スの通知日付（そのニュースをバイヤに通知すべき日付）を、上記バイヤスケジュールに
基づいて、最適に決定する。例えば、各ニュースの通知日付は、そのニュースに対応する
バイヤスケジュールより適当期間だけ前の日付（例えば、プレゼント予定日の一ヶ月前の
日付け、旅行予定日の２ヶ月前、車検予定日の当日、又はローンの返済予定日の２ヶ月前
など）に決定される。そして、カレンダーサーバ３０９は、上記選択したニュースを、前
記ニュースカレンダー（図３２、図３３、図３４）上のそのニュースの通知日付のスペー
スに貼り付けて、バイヤシステム３０７へ提供する。
【０１４８】
上記の処理を行うために、カレンダーサーバ３０９は、図２４に示すように、入出金明細
保存部３１１と、請求書保存部３１２と、ニュース保存部３１３と、バイヤスケジュール
保存部３１５と、情報保存処理制御部３１７と、カレンダ表示制御部３１９とを備えてい
る。カレンダーサーバ３０９のこれらの機能部３１１～３１９は、典型的には、コンピュ
ータプログラムによって実現される。
【０１４９】
入出金明細保存部３１１には、銀行システム３０５から受信したバイヤ口座の入出金明細
が保存される。請求書保存部３１２には、サプライヤシステム３０１や電子モール３０３
から受信したバイヤ宛ての請求書が保存される。ニュース保存部３１３には、サプライヤ
システム３０１、電子モール３０３及び銀行システム３０５から受信した様々なニュース
が保存される。バイヤスケジュール保存部３１５には、上述した様々なバイヤスケジュー
ルが保存される。
【０１５０】
情報保存処理制御部３１７は、サプライヤシステム３０１、電子モール３０３、及び銀行
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システム３０５から受信した請求書、入出金明細及びニュースを、識別して、請求書保存
部３１１、入出金明細保存部３１２、及びニュース保存部３１３にそれぞれ保存する。
【０１５１】
カレンダ表示制御部３１９は、バイヤシステム３０７に対して、上述した口座管理カレン
ダー、ニュースカレンダー及びその他の幾つかのＧＵＩ画面を提供する。カレンダ表示制
御部３１９は、口座管理カレンダーをバイヤシステム３０７に表示するときは、入出金明
細保存部３１１から関連する入出金明細を、請求書保存部３１２から関連する請求書をそ
れぞれ読出し、それら入出金明細及び請求書を口座管理カレンダー上の対応する日付スペ
ースに貼り付ける。また、カレンダ表示制御部３１９は、ニュースカレンダーを表示する
ときは、バイヤスケジュール保存部３１５からバイヤスケジュール（例えば、ローン返済
予定日、定期預金満期日、誕生日、車検予定日、祝事予定日、旅行予定日、クリスマス、
バケーション予定期間など）を読み出し、そして、それらバイヤスケジュールに関連する
ニュースをニュース保存部３１３から抽出して、抽出したニュースの通知日付を、対応す
るバイヤスケジュールの日付に基づいて最適に決定し、そして、その抽出したニュースを
、ニュースカレンダー上の通知日付のスペースに掲載する。
【０１５２】
また、カレンダ表示制御部３１９は、バイヤシステム３０７からの要求に応じて、バイヤ
の個人的なイベント予定を入力するための画面をバイヤシステム３０７に提供し、そして
、その画面にバイヤが入力したイベント予定をバイヤスケジュール保存部３１５に保存す
る。
【０１５３】
さらに、カレンダ表示制御部３１９は、サプライヤシステム３０１又は電子モール３０３
から電子メール等でバイヤ宛ての請求書を受信したときは、その旨をバイヤシステム３０
７のＧＵＩ画面上に表示する。
【０１５４】
以下、カレンダ表示制御部３１９がバイヤシステム３０７に提供する様々なＧＵＩ画面に
ついて詳述する。
【０１５５】
図２５は、カレンダ表示制御部３１９がバイヤシステム３０７に提供するメイン画面の構
成を示す。
【０１５６】
メイン画面３２１は、メニューエリア３２３と、カレンダエリア３２５で構成される。
【０１５７】
メニューエリア３２３には、「月表示」メニュー３２９、「週表示」メニュー３３１、「
日表示」メニュー３３３、及び「電子通帳」メニュー３３５と、どの表示方法が選択され
ているかを示す矢印が表示される。このメイン画面３２１上で「月表示」メニュー３２９
がマウスやペンタブレット等のポインティングデバイスでクリックされたときは、月毎の
口座管理カレンダー又はニュースカレンダーが表示される。また、「週表示」メニュー３
３１がクリックされたときは、週毎の口座管理カレンダー又はニュースカレンダーが表示
され、「日表示」メニュー３３３がクリックされたときは、口座管理カレンダー又はニュ
ースカレンダー上で指定された日の請求書や入出金情報が或る程度詳細に表示される。ま
た、「電子通帳」メニュー３３５がクリックされたときは、バイヤ口座の預金通帳の内容
をこのメイン画面３２１上に表示する。
【０１５８】
カレンダーエリア３２５には、口座管理カレンダーのタブ３３７と、ニュースカレンダー
のタブ３３９と、年月日表示エリア３４１が設けられている。口座管理カレンダーのタブ
３３７がクリックされたときは口座管理カレンダーエリア３２６の口座管理カレンダー４
００を前面表示し、ニュースカレンダーのタブ３３９がクリックされたときはニュースカ
レンダーエリア３６３のニュースカレンダー４１１を前面表示する（図３２参照）。年月
日表示エリア３４１には、後述するように、バイヤに選択された表示方法、つまり、月表
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示、週表示、又は日表示に応じた態様で、年月日を表示する。
【０１５９】
カレンダ表示制御部３１９は、このメイン画面３２１上で、口座管理カレンダーのタブ３
３７及び「月表示」メニュー３２９がクリックされたときは、図２５に示すように、月表
示に対応した態様で年月日表示エリア３４１に年月日を表示すると共に、現在の月又はバ
イヤに指定された月の口座管理カレンダー４００を口座管理カレンダーエリア３２６に表
示する。
【０１６０】
「月表示」が選択されたときの年月日表示エリア３４１には、現在の年月日（ここでは「
２０００年６月２６日」とする）又はバイヤに指定された年月日と、バイヤが所望の年月
を指定するための年月指定メニュー３４３が表示される。年月指定メニュー３４３には、
現在表示されている年における所望の月を指定するための「１月」～「１２月」メニュー
と、現在表示されている年の直前の年を指定するための「前年へ」メニューと、現在表示
されている年の翌年を指定するための「翌年へ」メニューが表示される。なお、年月指定
メニュー３４３の「６月」の文字が四角で囲まれていることは、現在表示している月が６
月であることを示す。
【０１６１】
月毎の口座管理カレンダー、例えば図示の２０００年６月の口座管理カレンダー４００に
は、２０００年６月におけるバイヤ口座の入出金明細及び入出金予定並びにバイヤ宛ての
請求書を表すマーク（アイコンと文字列）が、入出金日付及び請求書受信日付のスペース
にそれぞれ貼り付けられている。各マークはアイコンと文字列とから構成される。例えば
、自動引落しや現金引出し等の出金明細のマークには「－（マイナス）」のアイコンが、
給与振込み等の入金明細のマークには「＋（プラス）」のアイコンが付けられる。また、
例えば、残高不足等で出金に失敗した出金予定や支払い期限が過ぎた請求書には「！」の
アイコンが、支払い済みの請求書には「済」のアイコンが、支払期限が過ぎておらず且つ
未払いの請求書には「未」のアイコンが付いている。
【０１６２】
バイヤは、この口座管理カレンダー４００から、２０００年６月における自己の入出金明
細状況又は請求状況の概要を一目で把握することができる。例えば、６／１（木）に水道
料金及び電気料金の自動引落しが行なわれたこと、６／２（金）に現金引出しを行ったこ
と、６／５（月）にガス料金の自動引落し及び自分の口座に振込みがされたこと、６／６
（火）が支払期限である携帯電話料金が未納であること及び６／６（火）に有料ＴＶ（Ｐ
ＴＶ）受信料が自動引落しされたこと、６／７（水）に現金引出しを行ったこと、６／９
（金）に給与振込が行なわれたこと、６／１２（月）にＡＢＣカードローンの自動引落し
がされたこと、６／２１（水）が電子モール３０３で購入したＴシャツの請求金額の支払
期限であるが既に振込済みであること、及び、６／２８（水）が電子モール３で購入した
スニーカーの請求金額の支払期限であってそれが未振込であることがバイヤは一目で把握
できる（なお、図示の口座管理カレンダー４００の６／２６の欄が斜線表示されているが
、これは現在の年月日を示すものである）。
【０１６３】
以上のように、カレンダ上に口座（通帳）情報及び請求書が表示されるので、バイヤにと
って、日毎は勿論、月毎及び週毎でのキャッシュフローが管理し易くなり、且つ、通帳の
ように単にリストで表示されるよりも見やすいものとなる。
【０１６４】
なお、このメイン画面３２１の所定の箇所には、図示しないが、カレンダーサーバ３０９
にサプライヤシステム３０１又は電子モール３０３から請求書が電子メール等によって送
られて来たときに、リアルタイムに又は所定のタイミングでその旨のメッセージが表示さ
れる（例えば、「７月の口座管理カレンダに請求書が掲載されました」など）。これによ
り、バイヤは、電子メールで受信する多種多様な情報（友人・知人・家族の情報、会社・
仕事の情報、ダイレクトメール等）の中から請求書・利用明細書に関するにメールを探す
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という煩わしさから解消されるので、便利である。
【０１６５】
図２５に示した、月毎の口座管理カレンダー４００が表示されているメイン画面３２１に
おいて、バイヤは、所定の操作をすれば、より詳細に口座（通帳）情報及び請求書を表示
させることができる。例えば、図２５に示したメイン画面３２１において、口座管理カレ
ンダー４００の６／４～６／１０のいずれかの欄を指定した後に「週表示」メニュー３３
１をクリックしたときは（或いは口座管理カレンダー４００の６／４の欄の左脇にある「
週表示」メニュー３３４をクリックしたときは）、口座管理カレンダーエリア３２６には
、６／４～６／１０の週に係る口座管理カレンダーが表示される。
【０１６６】
図２６は、週毎の口座管理カレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【０１６７】
図２６において、年月日表示エリア３４１には、週表示に応じた態様で年月日が表示され
る。例えば、この図に示すように、バイヤに指定された週６／４～６／１０と、週選択メ
ニュー３４５が表示される。週選択メニュー３４５には、例えば、バイヤに指定された週
に係る月「６月」における全部の週５／２８～６／３、６／４～６／１０、６／１８～６
／２４、６／２５～７／１が表示される。バイヤは、この中から所望の週を指定（クリッ
ク）すれば、その所望の週に係る口座情報及び請求書を口座管理カレンダーエリア３２６
に表示できる。
【０１６８】
口座管理カレンダーエリア３２６には、バイヤに指定された週６／４～６／１０に係る入
出金明細及び請求書が、月表示のときよりも詳細に表示される。例えば、その週に係る入
出金明細及び請求書の「日・曜日」、「科目（概要）名」、及び「取引金額／請求金額」
が表示される。
【０１６９】
図２６に示した週毎の口座管理カレンダーにおいて、バイヤが所望の日付（例えば６／６
）のスペースをクリックして日表示メニュー３３３をクリックすると（或いは週毎の口座
管理カレンダーの６／６のスペースをダブルクリックすると）、口座管理カレンダーエリ
ア３２６には、日毎（つまり６／６の）口座管理カレンダーが表示される。（なお、日毎
の口座管理カレンダーは、月毎の口座管理カレンダー中の所望の日付スペースを指定して
日表示メニュー３３３をクリックすることでも、表示することができる）。
図２７は、日毎の口座管理カレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【０１７０】
図２７に示すように、口座管理カレンダーエリア３２６に、バイヤに指定された日（例え
ば２０００年６／６）における入出金明細及び請求書がある程度に詳細に表示される。例
えば、自動引落しが完了した「ＰＴＶ受信料」に関しては、「入出金明細」情報として、
その自動引落しがされた口座（通帳）の情報（例えば、「○×銀行、豊洲支店、普通口座
、口座番号：０１２３４５６」）と、取引の「科目名（ＰＴＶ受信料）」と、それの「取
引金額（￥２６４０）」と、取引（自動引落し）後の「残高（例えば￥３４８２４０）」
とが表示される。また、自動引落しができなかったために請求書が通知された「携帯電話
料金」に関しては、その請求書の、例えば、「企業名（例えばＡＡ移動通信網）」と、「
サービス名（例えばａｂｃｄ）」と、「請求書番号（例えば０１２３４５）」と、「請求
期限（例えば２０００年６月３０日）」と、「請求金額（￥１１９１５）」とが表示され
、更に、支払ボタン３４７も表示される。
【０１７１】
バイヤが支払ボタン３４７をクリックすると、メイン画面３２１は図２８に示すものに切
り替わる。
【０１７２】
図２８は、図２７に示した日毎の口座管理カレンダーにおいて或る請求書の支払ボタン３
４７をクリックしたときに切り替わって現れる、その請求書の詳細内容を表したメイン画
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面の例を示す。
【０１７３】
図２８に示すように、口座管理カレンダーエリア３２６に、請求書の最も詳細な内容（例
えば、請求金額の内訳等も含む）が表示され、また、支払ボタン３４９が表示される。バ
イヤが支払ボタン３４９をクリックすると、メイン画面３２１は図２９に示すものに切り
替わる。
【０１７４】
図２９は、図２８のメイン画面上で支払ボタン３４９をクリックしたときに切り替わって
現れる、支払い口座選択のためのメイン画面の例を示す。
【０１７５】
図２９に示すように、口座管理カレンダーエリア３２６に、「振込み口座選択」メニュー
３５０が表示され、また、支払ボタン３５１も表示される。振込み口座選択メニュー３５
０では、カレンダー３０９に予め登録されていたバイヤの全ての預金口座の、「支店名」
、「科目」、「口座番号」、「預金残高」、「残高確定日時」が一覧表示される。また、
各口座の表示にはラジオボタンが付いている。
【０１７６】
バイヤは、請求金額以上に預金残高がある所望の口座を、そのラジオボタン（例えば、３
５３）をクリックすることで、選択し、そして、支払ボタン３５１をクリックする。する
と、図２９に示すメイン画面３２１は、図３０に示す支払条件の確認用の画面に切り替わ
る。
【０１７７】
図３０に示すように、口座管理カレンダーエリア３２６には、支払元のバイヤ口座の情報
、支払先のサプライヤ口座の情報、及び支払い金額などの支払い条件が表示される。バイ
ヤ口座についての暗証番号の入力エリア及び支払ボタン３５５も表示される。
【０１７８】
この支払い条件を確認したら、バイヤは、バイヤ口座の暗証番号を入力して、支払ボタン
３５５をクリックする。この操作により、支払い（口座振替）依頼電文が自動的に銀行３
０５へ送られ、支払い処理が実行される。
【０１７９】
以上の、口座管理カレンダーによれば、バイヤの入出金明細及び請求書の概要、並びに請
求書の状態（未支払い、支払い済み、期限過ぎなど）が、対応する日付スペースに表示さ
れる。また、未支払いの請求書については、ポインティングデバイスのクリックという極
めて簡単な操作で支払いを行うことができる。
【０１８０】
なお、図２５～図３０に例示したメイン画面３２１において、バイヤが表示方法選択メニ
ューエリア３２３上に表示される「電子通帳」メニュー３３５をクリックすれば、図３１
に示すように、バイヤ口座の過去の入出金明細を日付順にリスト表示した電子通帳が表示
される。
【０１８１】
また、図２５～図３０に例示したメイン画面３２１において、バイヤがニュースカレンダ
ーのタブ３３９をクリックすると、図３２に例示するようなニュースカレンダー４１１が
前面表示される。
【０１８２】
図３２は、月毎のニュースカレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【０１８３】
図３２に示すように、ニュースカレンダーエリア３６３が前面に配置され、そこに月毎の
ニュースカレンダ４１１が表示される。
【０１８４】
また、バイヤスケジュールウィンドウ３６５が開き、そこにバイヤスケジュール保存部３
１５から読出されたバイヤスケジュールが日付順でリスト表示される。例えば、１月の欄
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には「長女成人式（１／１５）」が、２月の欄には「温泉（２／１０～２／１４）」が、
４月の欄には「次女中学入学式（４／３）」が、５月の欄には「出張（５／２０～５／２
３）」が、６月の欄には「車検（６／１９）」、「賃貸契約更新（６／９）」、及び「リ
フォーム（６／２９）」が、７月の欄には「次女誕生日（７／１２）」及び「結婚式（７
／４）」が、１２月の欄には「クリスマス（１２／２５）」が表示される。
【０１８５】
また、バイヤスケジュールウィンドウ３６５には、予定登録ボタン３６７が表示される。
バイヤが予定登録ボタン３６７をクリックすれば、図３５に例示するイベント予定登録画
面が表示される。バイヤは、そのイベント予定登録画面上で、自由に自分のイベント予定
を入力することができる。これについては後述する。
【０１８６】
図３２に示すニュースカレンダ４１１には、カレンダ表示制御部３１９によってニュース
保存部３１３から抽出された、バイヤスケジュールに関連したニュースが貼り付けられて
おり、各ニュースが貼り付けられた日付スペースには、各ニュースの示すマーク（例えば
、そのニュースの概要を示す文字列）が表示されている。各ニュースが貼り付けられた日
付は、各ニュースに対応するバイヤスケジュールの日付よりも所定期間（例えば、ゼロ日
、１日前、１週間、１ヶ月、２ヶ月など）だけ前の日付である。その所定期間とは、サプ
ライヤシステム３０１、電子モール３０３又は銀行システム３０５からカレンダーサーバ
３０９が受信したそのニュースのデータ中に、前述した期間的条件（表示期間）として含
まれていた値である。
【０１８７】
例えば、図３２に示すように、「結婚式（７／４）」というバイヤスケジュールに対して
、その日付の１ヶ月前であるニュースカレンダーの６／４のスペースに、結婚式に関連す
る「結婚式カードローン情報」や「贈り物情報」というニュースが掲載されている。上記
１ヶ月前という期間的条件は、「結婚式カードローン情報」及び「贈り物情報」のデータ
に含まれていた値である。また、「次女誕生日（７／１２）」というバイヤスケジュール
に対して、その日付の１ヶ月前であるニュースカレンダーの６／１２のスペースに、「女
の子が喜ぶプレゼント」というニュースが掲載されている。上記１ヶ月前という期間的条
件は、「女の子が喜ぶプレゼント」のデータに含まれていた値である。また、毎月１２日
にバイヤ口座からローン返済の引落しが行われるという 明細に基づくバイヤイベン
トに対して、ニュースカレンダーの６／１２の欄に「ローン借換え情報」というニュース
が掲載されている。また、「車検（６／１９）」というバイヤイベントに対して、当日で
あるニュースカレンダーの６／１９の欄に、車検による大幅な出費をサポートする「○×
ローン情報」や、「新車情報」や、「格安中古車情報」などのニュースが掲載される。上
記当日という期間条件は、「○×ローン情報」、「新車情報」及び「格安中古車情報」に
含まれていた値である。
【０１８８】
バイヤは、このニュースカレンダ４１１に掲載されたニュースについてより詳細な内容を
知りたいときは、この月毎のニュースカレンダーを週毎又は日毎に切り替える。
【０１８９】
図３３は、週毎のニュースカレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【０１９０】
図３３に示す週毎のニュースカレンダ４１３は、６／１８（日）～６／２４（土）に関す
るものである。このニュースカレンダ４１３の１９日（月）の欄には、ニュースの概要（
例えば「○×ローン情報」、「新車情報」、「格安中古車情報」のほかに、各ニュースの
簡単な説明や、各ニュースに関連するホームページのＵＲＬなども掲載される。バイヤは
、掲載されているＵＲＬの中から所望のＵＲＬをクリックすれば、そのＵＲＬのホームペ
ージを表示することができる。
【０１９１】
例えば、図３３において、「○×ローン情報」のＵＲＬ「ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．○×
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ｂａｎｋ．ｃｏ．ｊｐ／ｌｏａｎｄｉｒｅｃｔ／」をクリックしたときは、図３４に示す
ように、○×ローンに関する情報が記載されたホームページ４７１が表示される。
【０１９２】
以上のように、ニュースは、ニュースカレンダー上の、バイヤスケジュールに基づいて決
まる日付の場所に掲載される。なお、ニュースを表示するタイミングは、適宜に設定でき
るようにしても良い。例えば、図３２のニュースカレンダ４１１の６／４の欄に表示され
るニュース「結婚式カードローン情報」は、６／４になったときに初めて表示するように
しても良いし、それより前の日（例えば、７／４に結婚式があるというイベントが入力さ
れた直後）に表示されるようにしても良い。
【０１９３】
図３５と図３６は、イベント予定登録画面の一例を示す。
【０１９４】
このイベント予定登録画面は、前述したように、図３３又は図３４に示したバイヤスケジ
ュールウィンドウ３６５内の予定登録ボタン３６７をバイヤがクリックすることで、表示
される。
【０１９５】
このイベント予定登録画面３７３には、イベントの属性、例えば、「日付」、「タイトル
」、「関係者」、「イベント分野」及び「イベント種類」などが入力できる。
【０１９６】
すなわち、バイヤは、「日付」として、そのイベントの開始と終了の日付を入力する。「
タイトル」として、そのイベントの名称又は概要など任意の文字列が入力できる（「タイ
トル」に入力された文字列は、バイヤスケジュールウィンドウ３６５にリスト表示される
）。「関係者」として、そのイベントに関係する人間の属性（例えば、バイヤとの続き柄
、性別、年齢など）が入力できる。「イベント分野」として、そのイベントが属する大き
なカテゴリ（例えば、「ビジネス」、「レジャー」、「スポーツ」、「趣味」、「旅行」
、「車・バイク」、「住居」又は「お祝い」など）が入力できる。
【０１９７】
上記の「日付」から「イベント分野」までが入力されてから、ＯＫボタン３７５がクリッ
クされると、イベント種類エリア３７４に、「イベント分野」で選択された大カテゴリに
属する更に詳細なカテゴリ（イベント種類）のリストと、キーワード入力欄３７７とが表
示される。このイベント種類エリア３７４において、「イベント種類」として、任意の詳
細カテゴリを選択するか又は任意のキーワードを入力することができる。
【０１９８】
イベント属性の全項目の入力を終えた後、バイヤは登録ボタン３７９をクリックする。こ
れにより、イベント予定登録画面３７３で入力したイベントが、バイヤスケジュール一つ
として、バイヤスケジュール保存部３１５に保存される。
【０１９９】
図３７は、上述したようにバイヤの消費動向に沿ったニュースを選択して表示するために
、カレンダーサーバ３０９が行う処理の流れを示す。
【０２００】
図３７に示すバイヤ予定登録の処理において、カレンダーサーバ３０９は、バイヤ予定登
録の処理において、図 及び図３６に例示したようなイベント予定登録画面をバイヤシ
ステム３０１に表示して、バイヤによるイベントの日付、タイトル、関係者、分野、種類
などの属性の入力を受け付ける（ステップＳ３０１）。そして、カレンダーサーバ３０９
は、バイヤに入力されたイベントの属性をバイヤスケジュールとしてデータベース（バイ
ヤスケジュール保存部３１５）に登録する (ステップＳ３０２、Ｓ３０３ )。また、図３７
には示してないが、カレンダーサーバ３０９は、受信したバイヤ口座の入出金明細に基づ
いて、定期的な 予定を推測し、これもバイヤスケジュールとしてデータベース（バ
イヤスケジュール保存部３１５）に登録する。さらに、図３７には示してないが、カレン
ダーサーバ３０９は、社会の慣習的なイベントも、バイヤスケジュールとしてデータベー
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ス（バイヤスケジュール保存部３１５）に登録する。
【０２０１】
また、図３７に示すニュース登録処理において、カレンダーサーバ３０９は、サプライヤ
システム３０１、電子モール３０３及び銀行システム３０５からニュースのデータを受信
し（ステップＳ３１１）、受信したニュースのデータをデータベース（ニュース保存部３
１３）に登録する（ステップＳ３１２、Ｓ３１３）。各ニュースのデータには、そのニュ
ースの内容、表示期日（つまり、通知日付をイベント日よりどれ位の期間だけ前にするか
を指定した期間的条件）、対象者、分野、種類などの条件が含まれている。
【０２０２】
図３７に示すニュース表示処理において、カレンダーサーバ３０９は、所定期間（例えば
、今年１年）に発生するバイヤスケジュールをデータベース（バイヤスケジュール保存部
３１５）から読み出し、図３２に例示したバイヤスケジュールウィンドウ３６５にリスト
表示する（ステップＳ３２１）。そして、カレンダーサーバ３０９は、それらのバイヤス
ケジュールの属性にマッチした条件をもったニュースをデータベース（ニュース保存部３
１３）から読み出し、各ニュースの通知日付を、各ニュースの期間的条件と各ニュースに
マッチしたバイヤスケジュールの日付と各ニュースの期間的条件とから決定する。そして
、カレンダーサーバ３０９は、表示すべきニュースカレンダーの期間（例えば、特定の月
、特定の週又は特定の日）内に入る通知日付をもったニュースを、ニュースカレンダーの
その通知日付けのスペースに貼り付けて、そのニュースカレンダーをバイヤシステム７に
表示する（ステップＳ３２２）。
【０２０３】
以上のように、本実施形態におけるニュースカレンダ４１１によれば、バイヤの消費動向
に沿ったニュースを、実際に消費が行われるより前の適当な時期に、バイヤに提供する。
これにより、バイヤは、そのニュースを効果的に利用できる。サプライヤは、そのニュー
ス提供が効果的にサービス又は商品の販売に繋がる。
【０２０４】
以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、これらは本発明の説明のための例示であっ
て、本発明の範囲をこれらの実施例にのみ限定する趣旨ではない。本発明は、その要旨を
逸脱することなく、他の種々の形態でも実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に従う取引及び決済に係る情報の管理システムの全体的構成
を示すブロック図。
【図２】カレンダーサーバ２５の請求書管理部２７と会計管理部２９が行う処理における
電子情報の流れを示すブロック図。
【図３】カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する月毎のカレンダー画面の一
例を示す。
【図４】カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する週毎のカレンダー画面の一
例を示す。
【図５】カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する日毎のカレンダー画面の一
例を示す。
【図６】カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する請求書リスト画面の一例を
示す。
【図７】バイヤシステム３に表示される請求書明細画面の一例を示す。
【図８】カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する口座電子通帳画面の一例を
示す。
【図９】カレンダーサーバ２５がバイヤシステム３に提供する入出金予定設定画面の一例
を示す。
【図１０】カレンダーサーバ２５がサプライヤシステム７に提供する請求書リスト画面の
一例を示す。
【図１１】カレンダーサーバ２５が銀行システム１３又は１５に提供する請求書リスト画
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面の一例を示す。
【図１２】この実施形態に係るシステムにおける全体の概略的な処理の流れを示すフロー
チャート。
【図１３】カレンダーサーバ２５が行う（７）入出金明細自動分類処理と（８）入出金予
定自動設定処理と（９）入出金明細自動帳消し処理と（１０）入出金明細自動通知と（１
１）口座電子通帳処理の概略的な流れを示すフローチャート。
【図１４】図１３に示した全体処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（４
）入出金明細自動貼付け処理の流れを示すフローチャート。
【図１５】図１３に示した全体処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（１
）請求書登録処理及び（５）請求書自動貼付け処理の流れを示すフローチャート。
【図１６】図１３に示した全体処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（２
）及び（６）請求書開封及び支払い依頼通知処理、並びに（３）決済請求書帳消し処理の
流れを示すフローチャート。
【図１７】図１４に示した処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（７）入
出金明細自動分類処理及び（８）入出金予定自動設定処理の流れを示すフローチャート。
【図１８】図１４に示した処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（９）入
出金予定帳消し処理及び（１０）入出金明細自動通知処理の流れを示すフローチャート。
【図１９】図１４に示した処理中の一部分である、カレンダーサーバ２５が行う（１１）
口座電子通帳処理の流れを示すフローチャート。
【図２０】サプライヤが証券会社である場合に、この実施形態のシステムが行うことがで
きる、別の全体動作の概略的流れを示すフローチャート。
【図２１】サプライヤがローン会社である場合に、この実施形態のシステムが行うことが
できる、さらに別の全体動作の概略的流れを示すフローチャート。
【図２２】ファクタリング会社が一種のサプライヤとして存在する場合における、本発明
に従う取引及び決済管理システムの構成を示すブロック図。
【図２３】図２２のシステムの全体処理の概略的な流れを示すフローチャート。
【図２４】この実施形態に係る取引・決済・ニュース管理システムの全体構成を示すブロ
ック図である。
【図２５】カレンダ表示制御部３１９がバイヤシステム３０７に提供する、月毎の口座管
理カレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【図２６】週毎の口座管理カレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【図２７】日毎の口座管理カレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【図２８】或る請求書の詳細内容を表したメイン画面の例を示す。
【図２９】支払い口座選択のためのメイン画面の例を示す。
【図３０】支払い条件の確認用のメイン画面の例を示す。
【図３１】電子通帳を表示したメイン画面の例を示す。
【図３２】ニュースカレンダーを表示したメイン画面の例を示す。
【図３３】週毎のニュースカレンダーが表示されたメイン画面の例を示す。
【図３４】ニュースカレンダー上の或るニュースに関連したホームページが表示されたメ
イン画面の例を示す。
【図３５】イベント予定登録画面の一例を示す。
【図３６】イベント予定登録画面の別の一例を示す。
【図３７】カレンダーサーバ３０９がバイヤの消費動向に沿ったニュースを選択して表示
するために行う処理の流れを示すフローチャート。
【符号の説明】
１　バイヤ
３ａ　バイヤシステム
３ｂ　バイヤ端末
５　サプライヤ
７　サプライヤシステム
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９　金融機関
１１　金融機関
１３　銀行システム
１５　銀行システム
２５　カレンダーサーバ
２７　請求書管理部
２９　会計管理部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

(40) JP 3632919 B2 2005.3.30



【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】
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